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教
育
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
宇
土
市
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
太

田
耕
幸
で
す
。

　

法
改
正
に
伴
い
、
今
年
4
月
1
日
か
ら
新
し
い

教
育
委
員
会
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
旧
制
度

の
も
と
在
任
さ
れ
て
い
た
浦
川
司
教
育
長
が
退
職

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
9
月
の
議
会
で
同
意
を
い

た
だ
き
市
の
教
育
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
制
度
は
、

①
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
責
任
が
分
か
り
に
く

い
②
教
育
委
員
会
が
形
骸
化
し
て
い
る
③
い
じ
め

問
題
に
対
し
て
必
ず
し
も
迅
速
に
対
応
で
き
て
い

な
い
④
地
域
住
民
の
民
意
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
新
し
い
教
育
委
員
会
制
度
で
は
、
①
第

一
義
的
な
責
任
者
が
教
育
長
で
あ
る
②
教
育
委
員

会
の
審
議
の
活
性
化
を
図
る
③
迅
速
な
危
機
管
理

体
制
を
構
築
す
る
④
首
長
と
の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
な
ど
が
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
夢
に
向
か
っ
て
知
と
体
を
ね
り
み
が

き
、
世
界
に
誇
る
公
徳
心
に
富
む
人
を
育
む
」
を

基
本
理
念
と
し
た
教
育
立
市
プ
ラ
ン
Ⅱ
を
策
定
し
、

5
年
計
画
で
取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
課
題

も
多
く
、
教
育
環
境
が
十
分
整
え
ら
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。　

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
教
育
現
場

で
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
宇
土
市
の
教
育
に
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

太田教育長

　

9
月
25
日
の
第
3
回
市
議
会
定
例
会
で
、「
宇

土
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
の
同

意
を
受
け
て
、
伊
豫
富
久
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
関
係
法
令
の
改
正
に
基
づ
く
委
員
の
任
期

の
特
例
に
よ
り
、
任
期
は
、
平
成
30
年
9
月
30
日

ま
で
の
3
年
間
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
教
育
長
の

職
務
代
理
者
に
10
月
1
日
付
け
で
指
名
さ
れ
て
い

ま
す
。

伊豫教育委員

●
市
教
育
委
員
辞
令
交
付
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

◆
瑞
宝
双
光
章

中
園 

久
道
さ
ん（
下
網
田
町
）

元
宇
城
広
域
消
防
衛
生
施
設
組
合
消
防
監

﹇
平
成
27
年
秋　

受
章
﹈

杉
本
貴
美
男
さ
ん（
椿
原
町
）

元
宇
城
広
域
消
防
衛
生
施
設
組
合
消
防
正
監

﹇
平
成
27
年
春　

受
章
﹈

園
村 

健
諭
さ
ん（
高
柳
町
）

元
熊
本
県
警
部

﹇
平
成
26
年
秋　

受
章
﹈

◆
瑞
宝
単
光
章

佐
伯 　

勇
さ
ん（
石
橋
町
）

元
宇
城
広
域
消
防
衛
生
施
設
組
合
消
防
司
令

﹇
平
成
27
年
春　

受
章
﹈

　
警
察
官
や
自
衛
官
、
消
防
士
な
ど
の
著
し
く
危
険
度
の

高
い
業
務
に
従
事
し
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
す
る
功
労

の
あ
る
人
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
秋
、
平
成
27
年
春
の
叙

勲
受
章
者
の
掲
載
が
遅
く
な
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
本
人
の
了
解
を
得
ら
れ

た
方
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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役所さんちの家計簿

役所さんちの家計簿
～宇土市を一般家庭に例えたら～

　市の決算をより身近に感じていただけるように、平成26年度の市の決算状況を、｢役所さんちの家計簿」に例え
てお知らせします。お父さんの給与を民間企業の平均給与の額と仮定し、市の財政を一般家庭の家計に置き換えて
仮定の家計簿を作成しました。市の財政と一般家庭の家計では内容が違うので単純に比較はできませんが、難しそ
うと思わずにご覧ください。

役所さんちの家計簿
役所さんちの収入

項目 26年度 前年度比

お父さんの給与 514万4千円 ▲43万4千円

基本給
（地方税） 168万2千円 +5万4千円

諸手当
（地方交付税、各種交付金、
国県支出金）

346万2千円 ▲48万8千円

お母さんのパート収入
（使用料・手数料、分担金・
負担金、諸収入）

46万8千円 ▲4万5千円

その他臨時収入
（寄附金、財産収入等） 9千円 ▲1万2千円

ローンの借入（地方債） 54万2千円 ▲25万2千円

前年の残金（繰越金） 27万4千円 +7万7千円

貯金の取り崩し（繰入金） 15万9千円 ▲4万円

合　　計 659万6千円 ▲70万6千円

（※カッコ内は、市の会計での項目）

役所さんちの支出
項目 26年度 前年度比

食費（人件費） 96万9千円 ▲1万8千円
医療費や長女の養育費
（扶助費） 167万8千円 ＋13万2千円

ローンの返済（公債費） 84万9千円 ▲3千円
生活雑費（物件費） 51万7千円 +2万8千円
家や庭の手入れ・修繕など
（維持補修費） 5万2千円 +2千円

家の増改築や家財道具購入
（普通建設事業費） 75万6千円 ▲51万1千円

地震・台風災害の応急処置
（災害復旧費） 1千円 ▲1千円

長男への仕送り（繰出金） 69万2千円 +7千円
区費やサークル・会合への
会費など（補助費等） 60万2千円 +8万7千円

貯金（積立金） 5万円 ▲28万6千円
株式投資（投資および出資金） 0千円 0千円
友人への貸付（貸付金） 8万6千円 0千円

合　　計 625万2千円 ▲56万3千円

宇土市の収支
市の歳入（一般会計）

項目 26年度 前年度比

地方税 39億1,652万4千円 +1億2,634万6千円

地方交付税、各種
交付金 45億8,733万9千円 ▲1億2,054万2千円

国県支出金 34億7,073万円 ▲10億1,729万2千円

使用料・手数料、
分担金・負担金、
諸収入

10億9,020万4千円 ▲1億457万6千円

寄附金、財産収入 2,141万1千円 ▲2,756万8千円

地方債 12億6,234万3千円 ▲5億8,536万1千円

繰越金 6億3,700万6千円 +1億7,865万3千円

繰入金 3億6,997万9千円 ▲9,215万9千円

合　　計 153億5,553万6千円 ▲16億4,249万9千円

※平成27年度へ繰り越すべき財源1億3,453万3千円を除く実質的な収支は、6億6,504万1千円となります。
※市の歳入歳出は、端数処理のため合計が一致しない場合があります。

市の歳出（一般会計）
項目 26年度 前年度比

人件費 22億5,564万9千円 ▲4,293万円
扶助費 39億727万5千円 ＋3億797万9千円
公債費 19億7,610万1千円 ▲646万円
物件費 12億465万6千円 +6,744万1千円
維持補修費 1億2,088万5千円 +486万8千円
普通建設事業費 17億6,066万円 ▲11億8,796万6千円
災害復旧費 124万4千円 ▲329万6千円
繰出金 16億1,127万5千円 ＋1,728万3千円
補助費等 14億127万5千円 ＋2億253万2千円
積立金 1億1,694万2千円 ▲6億6,451万4千円
投資および出資金 0千円 0千円
貸付金 2億円 ▲4千円

合　　計 145億5,596万2千円 ▲13億506万7千円
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役所さんちの家計簿

収入の状況は…役所さんち全体で70万6千円減少しました。

◆お父さんの給与が43万4千円減少しました。
市の歳入項目…地方税・地方交付金および各種交付金・国県支出金
　地方税収入が、3.3％増収となりましたが、地方交付税の減収や社会資本整備総合交付金をはじめと
する国県の交付金事業が減少したことなどが影響しています。

◆ローンの借入は25万2千円減少しました。
市の歳入項目…地方債（お金の借り入れ）
　地方債借入額は、5億8,536万1千円減少しました。市民体育館耐震改修工事などの大きな起債事業が
完了したことが主な要因です。

支出の状況は…支出は役所さんち全体で56万3千円減少しました。

◆食費は1万8千円減少しました。
市の歳出項目…人件費（市議会議員や職員の給与・退職金など）
　人件費は4,290万円減少しました。前年度と比べ、定年退職者が少なく、退職金の支出が減少したこ
とが大きな要因となっています。

◆医療費や長女の養育費が13万2千円増加しました。
市の歳出項目…扶助費（社会福祉充実のための費用）
　扶助費は、3億797万9千円増加しました。主な要因は、生活保護費等の増額です。扶助費は毎年増加
傾向にあり、今後も継続するものと予測しています。

◆家の増改築や家財道具の購入費用が51万1千円減少しました。
市の歳出項目…普通建設事業費（道路など公共施設などの整備に要する費用）
　国の補助を受けて行う事業（農業基盤整備促進事業や社会資本整備総合交付金事業など）は、7億
5,740万2千円減少しました。市単独で行う事業は、4億3,056万4千円減少しました。

◆預貯金への積立額が28万6千円減少しました。
市の歳出項目…積立金（財政調整基金のほか、庁舎建設基金等特定目的基金などへの積立金）
　積立金は6億6,451万4千円減少しました。庁舎建設基金の積立金が4億5,394万9千円減少したことが主
な要因となっています。

家計の収支は…平成26年度の役所さんちの家計は、34万4千円の黒字でした。

◆収入は、平成25年度と比べて70万6千円減少しました。
◆支出は、平成25年度と比べて56万3千円減少しました。

◆市内在住の役所さんちは4人家族です。
　お父さん…地元企業のサラリーマン　　　長　　男…県外大学生
　お母さん…近所のスーパーでパート　　　長　　女…保育園児

【想定している役所さんちの家族構成】
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役所さんちの家計簿

特別会計の決算状況…一般の歳入歳出とは別に経理している特別会計の決算状況です。

会計区分 26年度決算 対前年度伸率 会計区分 26年度決算 対前年度伸率
国民健康保険特別
会計

歳入 49億2,850万9千円 ＋1.7%
介護保険特別会計

歳入 31億7,878万8千円 ＋9.0%
歳出 49億2,744万2千円 ＋1.7% 歳出 30億3,123万9千円 +7.8%

簡易水道事業特別
会計

歳入 8,611万1千円 ＋0.5% 漁業集落排水施設
整備事業特別会計

歳入 2,653万円 ＋26.3%
歳出 8,545万4千円 ＋0.3% 歳出 2,641千円 ＋25.8%

奨学基金特別会計
歳入 148万6千円 ▲17.7% 後期高齢者医療特

別会計
歳入 3億7,759万2千円 ＋0.9%

歳出 148万6千円 ▲17.7% 歳出 3億7,044万1千円 ＋0.8%

大きな増減（前年度比±10％以上）があった特別会計の決算概要は、次のとおりです。
　◆奨学基金事業・・・　奨学金対象者の減少に伴う減額。
　◆漁業集落排水施設整備事業・・　公債費の元金償還額が増加しました。

よくある質問…皆さんからよくお尋ねがあることに、お答えします。

地方公共団体の「借金」ともいえる地方債の現在高は、平成26年度末で163億1,891万円となりました。この地方債残
高のうち、後年度に借入元利金のほとんどが国や企業から返還される特別の地方債を除いた通常の地方債残高は、

平成26年度末で108億1,338万円となり，前年度比で5,691万2千円減少しました。
　近年発行している地方債は、後年度交付税措置があるものがほとんどで、借入額の一部は交付税として国から補填され、
平成27年度は公債費分として6億9,012万1千円が交付税に算入されています。引き続き、新規発行債を抑制し、地方債残
高の減少に努めます。
　また、地方債現在高を市民一人当たりに換算すると約43万円の負担となります（対平成22年国勢調査人口37,727人）。
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■地方債現在高の推移
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2,985 3,283 4,079 4,681 4,791 5,053 5,163 5,224 5,313 5,506

17,107 16,714 17,087 17,165 17,014 16,758 17,115 16,596 16,821 16,319

（百万円） 通常債残高 特別債残高 地方債残高

宇土市の借金はどれくらいあるの？Q

※特別債とは、臨時財政対策債
等の特別な政策目的で発行す
る市債で、その元利償還金が
地方交付税で措置される市
債・元金全額が法人から償還
される地域総合整備資金貸付
債です。よって、平成26年度
の地方債現在高のうち、55億
553万円は全額後年度に収入
されます。

市の歳出項目を性質別にみると、下の表のような分類になります。A
扶助費や補助費ってどういうもの？Q

歳出項目（性質別） 内　　　　容

人
じん

件
けん

費
ひ

職員給与や議員・非常勤職員報酬など

扶
ふ

助
じょ

費
ひ 生活保護費や児童手当、保育所運営費など

法令に基づくものや市が単独で行う子ども
医療費助成など

公
こう

債
さい

費
ひ

市の借金である市債の元金と利子の支払い

物
ぶっ

件
けん

費
ひ 賃金、旅費、需用費、委託料、備品購入費

などの消費的性質をもつ経費

維
い

持
じ

補
ほ

修
しゅう

費
ひ

道路や公共施設等の維持管理のための経費

普
ふ

通
つう

建
けん

設
せつ

事
じ

業
ぎょう

費
ひ 道路、橋、学校、公園などの公共施設の建
設や用地取得などに必要な経費

歳出項目（性質別） 内　　　　容

災
さい

害
がい

復
ふっ

旧
きゅう

費
ひ 大雨、暴風、地震などの災害により被災し

た施設を復旧するための経費

繰
くり

出
だし

金
きん 一般会計、特別会計の間で、相互に資金運

用をする場合の支出

補
ほ

助
じょ

費
ひ

等
とう 市から一部事務組合や民間に対して交付される

もので、謝礼、保険料、負担金、補助金など

積
つみ

立
たて

金
きん

基金（貯金）の積み立てに要する経費

投
とう

資
し

および出
しゅっ

資
し

金
きん 株式の取得や財団法人設立の際の出捐金、
開発公社等への出資金など

貸
かし

付
つけ

金
きん 地域住民の福祉増進や地域振興を図るため、市が直

接あるいは間接的に現金の貸付を行うための経費

問合せ先　財政課財政係☎㉒1111（内線2231）
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市役所職員の定員・給与等の状況を公表します !
　地方公務員法に基づく「宇土市人事行政の運営等の状況に関する条例」により、市職員の給与や職員数
など、市役所の人事に関する状況の概要を公表します。
　詳細は、市役所１階の情報公開コーナーや市ホームページでも公開しています。

問合せ先　総務課人事係☎㉒1111（内線2213）

（1）職員数に関する状況（平成26年度）

平成26年4月1日現在の職員数
（A）

26年度中の異動 平成27年4月1日
現在の職員数

（A）－（B）＋（C）

（参考）5年前・10年前の職員数

退職（B） 採用（C） 平成22年
4月1日現在

平成17年
4月1日現在

258 12 12 258 271 298
※採用欄はH26.4.2～ H27.4.1の採用者数

職員の任免・職員数に関する状況

（2）職員の採用状況（平成26年度）

区　　分 試験の
程度

平成
26年度

平成
25年度 増減 備考

一般事務
高卒程度

1 1 0 H25のその他欄は、
幼稚園教諭1

H26のその他欄は、
幼稚園教諭1、保健師
2、経験者建築1、教
育委員会指導主事1

土木 1 2 －1

行政 大卒程度 5 4 1

その他 5 1 4

合　　計 12 8 4
※平成26年度はH26.4.2～ H27.4.1、平成25年度はH25.4.2～ H26.4.1の採用者数

（3）職員数の推移（各年度4月1日）

200
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328 318

306 298 293 284 279 276 271 269 265 262 258 258

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 H26 H27

職
員
数

職員給与の状況
（1）人件費の状況　（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（Ｈ27.1.1現在）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ /Ａ） （参考）25年度の人件費率

26年度 38,071人 14,389,362千円 665,041千円 2,255,649千円 15.7％ 14.6％
（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（2）職員給与費の状況　（普通会計決算）

区　分 職員数
（Ａ）

給　　与　　費 一人あたり給与費
（Ｂ /Ａ）

（参考）26年度類似
団体平均給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 計（Ｂ）

26年度 226人 827,345千円 116,836千円 310,058千円 1,254,239千円 5,550千円 －
（注）1．職員手当には退職手当を含みません。
　　 2．職員数は、平成26年4月1日現在の人数です。
　　 3．普通会計以外に、その他特別会計として国民健康保険会計、介護保険事業会計、上水道会計、下水道会計などがあります。
　　 4．表には教育長は含まれていません。
　　 5．類似団体とは、人口規模、産業構造が類似している団体で平成26年度現在で全国に172団体あります。

（3）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
（注）1．ラスパイレス指数とは、全地方公共団

体の一般行政職の給料月額を同一の基
準で比較するため、国の職員数（構
成）を用いて、学歴や経験年数の差に
よる影響を補正し、国の行政職棒給表
（一）適用職員の棒給月額を100として
計算した指数です。

    2．類似団体平均とは、人口規模、産業構
造が類似している団体のラスパイレス
指数を単純平均したものです。

　　 3．平成24年・平成25年は、国家公務員の
時限的な（2年間）給与改定・臨時特
例法による給与減額措置が無いとした
場合の値です。
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職員の分限・懲戒処分の状況
（1）分限処分の状況（平成26年度）

処分理由 降任 免職 休職 降給 合計 失職
勤務成績が良くない場合 0 0 0
心身の故障の場合 0 0 4 4
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職・過員を生じた場合 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0
条例で定める事由による場合 0 0 0
地方公務員法第28条第4項によ
り失職した人 0

合 計 0 0 4 0 4 0

（2）懲戒処分の状況（平成26年度）
処分理由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 0 1 0 0 1
職務上の義務に違反しまた
は職務を怠った場合 0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行があった場合 0 0 0 0 0

上記処分に伴う管理職の管
理監督責任による場合 0 0 0 0 0

合　計 0 1 0 0 1
（注）人数は延べの発令回数です。

平成28年4月採用予定の職務経験者（建築）を募集します

●試験職種・採用予定人員数
区分 職種 採用予定数 資　格　要　件

職　務
経験者 建　築 1人程度

次のすべてに該当する人
　ア　昭和46年4月2日以降に生まれた人
　イ　1級建築士または2級建築士の資格を有する人
　ウ　民間企業等（建設会社、設計会社等）における建築工事の設計、積算、監督業務

等の職務経験を直近10年のうち3年以上有する人
※資格要件の詳細は「試験案内」で確認してください。

●受付期間
　11月16日（月）～12月4日（金）（土日、祝日除く）　午前8時30分～午後5時15分
　※郵送の場合、12月4日（金）までの消印有効。

●試験案内配布場所　総務課人事係（市庁舎2階）
　市のホームページからのダウンロード、郵送での請求も可能です。

●試験の日時・場所
試　験 日　　時 試験場 合　格　発　表

第1次試験 1月10日（日）
午後1時～

市役所
別館2階

1月下旬までに、合格者のみに通知します。また、合格者の受験番号を市
役所に掲示するとともに、市のホームページにも掲載します。

第2次試験 2月中旬
（予定）

第1次試験
合格者に通知

2月下旬までに、合格者、不合格者ともに通知します。また、合格者の受
験番号を市役所に掲示するとともに、市のホームページにも掲載します。

●試験の内容
①第1次試験
試験種類 出　　　題　　　内　　　容

専門試験
（高卒程度）

数学・物理・情報技術基礎、建築構造設計、
建築構造、建築計画、建築法規、建築施工

作文試験 文章による表現能力についての筆記試験
（注）専門試験は択一式による筆記試験となります。

②第2次試験 ･･･ 第1次試験合格者に次の試験を行います。
試験種類 内　　　　　　容

面接試験 個別面接等による口述試験

申込み・問合せ先　総務課人事係☎㉒1111（内線2213）、メール soumu02@city.uto.lg.jp
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マイナンバー通信

マイナンバー通信 第5回
マイナちゃん＆ニャンコちゃんの

問合せ先　市民課市民係☎㉒1111（内線2161）

　11月中旬から下旬にかけてマイナンバー（個人番号）が記載された通知カードが送付されます。今回は
改めて通知カードについて皆さんにお知らせします。
※通知カードについての問い合せが多く寄せられていることから、マイナンバー通信第4回でお知らせし
ていた「個人番号カードのメリット」は次号以降に掲載することに変更します。ご了承ください。

1 通知カードを送付します
　通知カードは、市民の皆さんにマイナンバーを通知するもので、11月中旬以降、宇土市に住民票を有する全ての
市民の皆さんに対し、簡易書留（転送不要）により郵送されます。

おもて面 うら面

◆通知カードは大切に保管してください
　　平成28年1月から、社会保障・税・災害対策における各種手続において、マイナンバーの記載・提示を求めら
れることになります。また個人番号カードの交付を受ける時に返却する必要がありますので、受け取られた通知
カードは大切に保管してください。

◆通知カードは一般的な本人確認の手続きで用いることはできません
　　通知カードはマイナンバーの確認のためのみに利用することができ、一般的な本人確認の手続きに用いること
はできません。
　　マイナンバーの確認と本人確認を同時に行うためには、別に運転免許証や旅券等の本人確認書類が必要となり
ます。
　　マイナンバーの確認と本人確認を1枚で行うことができ、交付手数料が無料の個人番号カードが便利です。
　　個人番号カードには、個人番号、住所、氏名、生年月日、性別のほか、顔写真が記載されることとなり、マイ
ナンバーの確認に加えて本人確認書類として使用することができるため、別に本人確認書類を用意する必要があ
りません。

みほ
ん
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マイナンバー通信

2 マイナンバーの通知の時に送付されるもの

　　おもて面には、「通知カード　個人番号カード交付申請書　在中」と明記されています。
　　うら面には、右下部分に点字で「まいなんばー　つうち」と記載があり、左下部分に携帯電話の無料アプリ等
を使用することで、簡単な案内を聞くことができる「音声コード」が印刷されています。

　①　宛名台紙
　　　宛名等が記載された用紙です。各種問合せ先が記載されています。
　②　通知カード、個人番号カード交付申請書兼電子証明書発行申請書、音声コード台紙
　　　これらが1枚の紙としてセットになっています。こちらの音声コードからは、簡単な案内と自分の個人番号
を確認することが可能です。

　③　説明用パンフレット
　　　8ページカラーのご案内になります。
　④　個人番号カード交付申請書の返信用封筒
　　　個人番号カードの交付を申請する時、個人番号カード交付申請書を送付するための封筒です。

封入されているもの

送付される封筒
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マイナンバー通信

3 通知カード・個人番号カード交付申請書の様式
　通知カードは丁寧に切り離し、大切に保管してください。
　また、個人番号カードの交付を希望する人は、郵送された通知カードの下に付いている個人番号カード交付申請
書により、申請を行ってください。

通知カード・個人番号カード交付申請書の様式

4 配達時に不在の場合
　配達時に不在で通知カードを受け取れなかった場合は、まず、通知カード専用（ピンク色）の不在連絡票が投函
され、配達を担当している郵便局で原則1週間保管することになります。その間、次の方法により、通知カードの
受け取りが可能です。
※通知カードを受け取れなかった場合の再配達等の方法は、投函された不在連絡票をご確認ください。
(1)　郵便局から再配達
　①　自宅への再配達
　②　勤務先等への再配達
 　※原則配達日の翌々日以降の日を希望可能です。
(2)　郵便局窓口で受け取り
　①　配達を担当している郵便局の窓口での受け取り
　②　他の郵便局の窓口での受け取り
 　※不在配達通知書のほか、次の書類と印鑑（または署名）が必要です。
　　　　名宛人の場合：本人確認書類
　　　　同居者の場合：同居者の本人確認書類
　　　　代理人の場合：代理人の本人確認書類、名宛人からの委任状

おもて面 うら面
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マイナンバー通信

5 配達できなかった通知カードは市民課で受け取ることができます
　不在連絡票が投函されて一週間経過後、配達できなかった通知カードは市民課に返還され、一定期間（3月程度）
保管します。
　その間、次の書類を持参し、市民課で、通知カードを受け取ることが可能です（網津支所・網田支所では受け取
ることはできません）。

(1)　本人の場合：本人確認書類が必要になります。
　①1点でよいもの
　　　運転免許証、旅券、写真付き住民基本台帳カード、運転経歴証明書（交付年月日が平成24年4月1日以降のも
のに限る）、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書、一時庇
護許可書、仮滞在許可書、海技免状、電気工事士免状、無線従事者免許証、動力車操縦者運転免許証、運航管
理者技能検定合格証明書、猟銃・空気銃所持許可証、特種電気工事資格者認定証、認定電気工事従事者認定証、
耐空検査員の証、航空従事者技能証明書、宅地建物取引士証、船員手帳、戦傷病者手帳、教習資格認定証、検
定合格証、官公署がその職員に対して発行した身分証明書等

　②2点必要なもの
　　　①の書類が更新中の場合に交付される仮証明書や引換証類、地方公共団体が交付する敬老手帳、生活保護受
給者証、健康保険又は介護保険の被保険者証、医療受給者証、各種年金証書、児童扶養手当証書、特別児童扶
養手当証書、本人名義の預金通帳、民間企業の社員証、学生証、学校名が記載された各種書類等

(2)　代理人の場合：次に掲げる書類が必要になります。
　①本人の本人確認書類（上記 (1)- ①または (1)- ②）
　②代理人の代理権を証明する書類（代理人が法定代理人である場合には、戸籍謄本その他その資格を証明する書
類。代理人が法定代理人以外の人である場合には、委任状等、交付申請者の指定の事実を確認するに足る資
料）

　③代理人の本人確認書類（上記 (1)- ①または (1)- ②）

6 問合せ先一覧（ナビダイヤルは通話料がかかります）

内容 問合せ先

・通知カードの配送状況の確認
・個人番号カードの問い合せ
・個人番号カードの一時停止申請

個人番号カードコールセンター

☎０５７０（７８３）５７８
【全国共通ナビダイヤル】平日8:30～22:00、土日祝9:30～17:30
※一部 IP 電話等で上記ダイヤルにつながらない場合は、☎050（3818）1250

※外国語対応（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）☎0570（064）738

マイナンバーの制度全般の問い合せ

マイナンバーコールセンター

☎０５７０（２０）０
マ

１
イ

７
ナ ン

８
バ ー

【全国共通ナビダイヤル】平日9:30～22:00、土日祝9:30～17:30
※一部 IP 電話等で上記ダイヤルにつながらない場合は、☎050（3816）9405

※外国語対応（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）☎0570（20）0291

市の問合せ先
市民課市民係

　☎㉒１１１１（内線２１６１）
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タウントピックス

第10弾にして、ついによみがえった行長公！
「よみがえる小西行長公」講演会・第10弾を開催

　9月19日、市民会館で「よみがえる小西行長公」講演会第10
弾が開催されました。
　今回は「ツワモノぞろい！小西行長家臣団列伝」と題して小
西行長公に詳しい鳥津亮二さんが行長公の家臣を紹介し、家臣
団としてどのように機能していたかについて講演しました。
　会場は約180人の来場者で満席。講演会終了後は、熊本城お
もてなし武将隊の小西行長が登場し、講師と軽妙なトークを繰
り広げ来場者を魅了しました。最後は、うとん行長しゃんも加
わり武将行長とのコラボ写真撮影に応じ、県外から来た行長公
の熱烈なファンも感激していました。

交通事故撲滅へ !!
交通安全タッチ運動

　秋の交通安全運動期間中（9月21日～30日）の9月30日、市民会館
前で交通安全タッチ運動が行われ、市交通安全母の会、宇土ライオ
ンズクラブ、市飲食業組合、市交通安全協会支部連合会、市交通指
導員、交通問題対策議員連盟など約50人が参加しました。
　これは、県下統一の交通安全キャンペーンとして実施されたもの
です。参加者らは、ドライバーへの飲酒運転の根絶やシートベルト
の着用などの交通安全を呼びかけながら、交通安全の啓発用品を配
布しました。
　今後も交通安全に皆さんのご協力をお願いします。 交通安全タッチ運動の様子

自分の身は自分で守る！
宇土市総合防災訓練　開催

　10月25日、宇土マリーナをメイン会場とし、平成27年度宇
土市総合防災訓練が行われました。今回の防災訓練は、市内
全域を対象とした要支援者安否確認訓練と、網田地区を対象
に搬送訓練や救出訓練などが行われ、約200人が参加しまし
た。訓練開始式では、池田信夫副市長が「全国各地で大きな
災害が起こっています。訓練は有事を想定してのもの、有事
のときに役立てるように真剣に取り組みましょう」とあいさ
つしました。
　訓練は早朝から行われ、まずは市内全域を対象とした安否
確認訓練を実施しました。その後、宇土マリーナに場所を移
し、炊き出し訓練、救助救出訓練、消火連携訓練などが行わ
れ、参加者は「自分の身は自分で守り、互いに助け合うこと
が大切だと感じた」と話しました。

訓練の様子

軽妙なトークに会場から笑いも…

搬送訓練の様子
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Town Topics

グラウンドゴルフ

スポーツの秋
県民体育祭　総合7位 !!

　9月12日・13日に熊本市で開催された、第70回県民体
育祭で宇土市は23種目に出場。各種目それぞれの力が集
約され、昨年の4位には及びませんでしたが、男女総合
7位という好成績を収めました。
【上位進出競技団体成績】
優勝 ソフトボール女子・グラウンドゴルフ男子・相撲
2位 アーチェリー・ボウリング
3位 ハンドボール男女・柔道・サッカー・ソフトテニ

ス
【上位進出競技個人成績】
優勝 中村秀聖（ボウリング）
2位 園田裕充（45才以上男子50ｍ背泳ぎ）、橋口明美

（55才以上女子50ｍ背泳ぎ）、永原洋一・坂本誠
司・寺本猪一郎・本田英二（55才以上男子水泳
200ｍリレー）

3位 伊藤精一（35才以上男子50ｍ背泳ぎ）、本田英二
（55才以上男子50ｍ自由形）、南和代（35才以上女
子50ｍ平泳ぎ）、島村洸史（29才以下陸上5000ｍ）

ソフトボール女子

ボウリング競技（中村選手）

相撲

市民の声を市政に
事業リフォームを開催

　10月17日に、市役所で事業リフォームを開催しま
した。これは、市の事業の必要性や実施主体の見直
し、実施方法の改善などについて、公開の場で議
論・検討するもので、今年で5回目。
　市民などで構成する宇土市事業リフォーム市民会
議（会長：澤田道夫　熊本県立大学准教授）が5項目
について議論し、それぞれの項目に対して、不要
［廃止］・市実施［要改善］・市実施［現行どおり］・
市実施［拡充］の4つに分けました。
　結果は次のとおりです。ただし、この評価結果が
市の最終判断ではありません。評価結果を参考に、
市の対応方針を決定します。

事業名 担当課 市民会議評価

交通安全施設整備事業 環境交通課 市実施（要改善）

ファミリーサポートセ
ンター事業

子育て支援課 市実施（要改善）

宇土市の旬を届ける実
行協議会補助事業

農林水産課 市実施（要改善）

自然災害防止事業 土木課 市実施（現行どおり）

地域公民館活性化事業 中央公民館 市実施（要改善）
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くらし
オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
造
設
者
）
の
人
や
家
族

を
対
象
に
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
（
人
工

肛
門
な
ど
の
手
入
れ
の
仕
方
）
な

ど
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

こ
の
相
談
会
は
、
県
の
委
託
を
受

け
た
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
熊
本
県
支
部
が
社
会
適
応
訓

練
事
業
と
し
て
、
県
内
７
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

日
時　

11
月
21
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

熊
本
中
央
病
院
内
（
熊
本

市
南
区
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、

当
日
会
場
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　
（
公
社
）
日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部
☎
0
9

6
（
3
8
4
）
1
0
1
2

イ
ノ
シ
シ
の
出
没
に

　
　
 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
内
一
円
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
産
物
の
被
害
な
ど
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
猟
友
会
宇

土
支
部
等
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
駆
除
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
住
宅
地
へ
の
出
没
も
多

く
、
市
が
実
施
す
る
捕
獲
駆
除
対

策
に
加
え
て
、
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
自
衛
を
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

　

本
来
、
イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
な
動

物
で
、
こ
ち
ら
か
ら
何
も
し
な
い

限
り
襲
う
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
か
に
驚

い
た
り
、
怪
我
を
し
て
い
た
り
、

い
き
な
り
す
ぐ
近
く
で
出
会
っ
た

時
な
ど
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
り

襲
う
こ
と
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
が
興
奮
し
て
い

る
と
き
（
牙
を
鳴
ら
し
て
い
る
と

き
、
毛
を
逆
立
て
て
い
る
と
き
な

ど
）
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

万
が
一
出
会
っ
た
ら
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

①
大
声
を
出
し
た
り
、
物
を
投
げ

た
り
、
棒
で
追
い
立
て
た
り
す
る

と
、
イ
ノ
シ
シ
が
興
奮
し
て
人
を

襲
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

イ
ノ
シ
シ
を
刺
激
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

②
イ
ノ
シ
シ
が
怪
我
を
し
て
い
る

と
き
や
、
迷
っ
て
住
宅
地
等
に
入

り
込
ん
だ
と
き
に
は
、
興
奮
し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
イ
ノ

シ
シ
を
見
つ
け
た
ら
速
や
か
に
安

全
な
場
所
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
裏
や

家
の
中
な
ど
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら
見

え
な
い
と
こ
ろ
）
へ
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

③
エ
サ
を
食
べ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

と
出
会
っ
た
ら
、
慌
て
て
走
り
出

し
た
り
せ
ず
に
、
落
ち
着
い
て
、

速
や
か
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ

て
く
だ
さ
い
。

④
イ
ノ
シ
シ
の
子
（
う
り
ぼ
う
）

を
見
か
け
て
も
、
親
が
近
く
に
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
っ
と

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑤
犬
の
散
歩
中
に
出
会
っ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
犬
を
遠
ざ
け
て
く
だ

さ
い
。

注
意　

草
む
ら
、
や
ぶ
等
の
イ
ノ

シ
シ
の
隠
れ
家
の
存
在
や
生
ゴ
ミ

の
放
置
、
廃
棄
農
産
物
な
ど
に
よ

る
餌
付
け
行
為
は
、
イ
ノ
シ
シ
出

没
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
撤
去
や
草
刈
な
ど
、
環
境
管
理

に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課
林
務
水

産
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2
3

1
5
）

ご
存
じ
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国

民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、そ
の
意
義（
必

要
性
）
や
役
割
（
使
途
）
を
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

皆
さ
ん
の
税
に
対
す
る
理
解
を
よ

り
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
設
け
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
税
の
役
割
と
税
務

署
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

適
正
・
公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実

現
に
向
け
た
国
税
庁
の
取
組
み
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
紹
介
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
、
国
税
庁
の

取
組
み
等
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に

合
わ
せ
て
更
新
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

宇
土
税
務
署
☎
㉒
0

4
1
0
※
自
動
音
声
案
内
「
2
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

暴
力
団
追
放
〜
迷
わ
ず
・
恐

れ
ず
・
勇
気
を
持
っ
て
〜

暴
力
団
追
放
！
「
三
な
い
運
動
＋

1
」
の
推
進

　

暴
力
団
の
資
金
獲
得
活
動
の
手

口
は
、
多
様
化
・
不
透
明
化
し
て

お
り
、
そ
の
矛
先
を
巧
妙
に
市
民

や
企
業
等
に
向
け
て
い
ま
す
。
み

ん
な
の
力
で
社
会
の
敵
、
暴
力
団

を
追
い
出
し
、
明
る
い
街
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」「
恐

れ
な
い
」「
金
を
出
さ
な
い
」「
交

際
し
な
い
」

相
談
・
問
合
せ
先　

宇
城
警
察
署

☎
33
0
1
1
0
、「
暴
力
団
相
談

電
話
」
☎
0
9
6
（
3
8
4
）
0

1
1
0
（
平
日
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
）

INFORMATION NOW

情報コーナー

お
知
ら
せ
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くらし
11
月
は
宇
土
市
の
『
男
女

共
同
参
画
月
間
』
で
す
！

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男

女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
」
の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
宇
土
市
女
性
人
材
リ
ス
ト
へ
の

登
録
者
募
集
!!

　

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
思
い
を
伝

え
ま
せ
ん
か
？

　

政
策
や
方
針
決
定
の
場
で
も
あ

る
、
各
種
審
議
会
、
委
員
会
等
へ

の
女
性
の
積
極
的
登
用
を
促
進
す

る
た
め
、「
宇
土
市
女
性
人
材
リ

ス
ト
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
20
歳
以
上
の
女
性
で
、
市
政

に
関
心
が
あ
り
地
域
の
発
展
に
熱

意
を
持
っ
て
貢
献
で
き
る
人

登
録
方
法　
「
宇
土
市
女
性
人
材

リ
ス
ト
登
録
票
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
自
薦
・
他

薦
問
い
ま
せ
ん
）。

※
詳
細
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
・
問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
市
民
活

動
支
援
係
☎
㉒

1
1
1
1
（
内

線
2
3
2
1
・

2
3
2
9
）

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
4
月

1
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
に
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金
と

し
て
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

次
の
順
で
遺
族
1
人
に
支
給
さ
れ

ま
す

①
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人
②
戦

没
者
な
ど
の
子
③
戦
没
者
な
ど
の

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

（
生
計
関
係
な
ど
で
順
番
が
変
わ

り
ま
す
）
④
①
〜
③
以
外
で
戦
没

者
な
ど
の
3
親
等
内
の
親
族
（
お

い
、
め
い
な
ど
。
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
時
ま
で
1
年
以
上
の
生
計
関

係
が
あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
）

受
付
期
間　

平
成
30
年
4
月
2
日

（
月
）
ま
で

※
1
月
か
ら
、
請
求
書
受
付
時
に
、

個
人
番
号
の
確
認
と
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
8
1
2
）

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
1
年
間
の
合
計
額
（
以
下

「
源
泉
徴
収
税
額
」
と
い
い
ま
す
）

と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対
す

る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が

普
通
で
す
。
こ
の
た
め
、
源
泉
徴

収
税
額
の
過
不
足
分
を
精
算
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き

を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税

を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た

め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親
族
や

保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴

い
、
給
与
所
得
者
は
1
月
以
後
に

給
与
の
支
払
者
に
提
出
す
る
「
給

与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等（
異
動
）

申
告
書
」
に
、
給
与
所
得
者
本
人
、

控
除
対
象
配
偶
者
、
控
除
対
象
扶

養
親
族
等
の
個
人
番
号
を
記
載
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
12
月
以
前
で
あ
っ
て
も
、
個
人

番
号
を
記
載
し
た
「
平
成
28
年
分

の
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
」
を
提
出
し
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

宇
土
税
務
署
☎
㉒
0

4
1
0
※
自
動
音
声
案
内
「
2
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　今回は布古閑公民館の「お元気クラブ」を紹介しま
す。
　布古閑公民館では、毎月第1金曜日に開催していま
す。参加者は体操に意欲的な人が多く、月1回のお元
気クラブのほか、日々散歩や体操に取り組んでいます。
また頼りになるサポーターさんが、参加者が飽きない
ように毎回楽しいレクリエーションを紹介してくれる
ため、皆さんお元気クラブを楽しみにしています。

問合せ先
　高齢者支援課介護保険係☎㉒1111（内線2157）
　医療法人社団金森会あさひコート☎㉓5266
　医療法人社団小田会景雅苑☎㉗1010

♪ちょっと拝見♪

あなたの街のお元気クラブ

り
ん
ご
の
唄
♪
に
合
わ

せ
て
元
気
に
体
操
！

ビ
ー
玉
を
割
り
箸
で
挟

ん
で
皿
へ
移
し
ま
す
！
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くらし
「
平
和
の
礎
」
の
追
加
刻

銘
　
「
平
和
の
礎
（
い
し
じ
）」
は
、

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
慰

霊
と
世
界
の
恒
久
平
和
記
念
の
た

め
に
建
立
さ
れ
、
沖
縄
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
人
の
氏
名
が
刻
銘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
も
追
加
刻
銘
や
修
正
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
遺
族
で
刻

銘
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
福
祉

政
策
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2

8
1
2
）

林
業
労
働
災
害
防
止
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

県
で
は
、
10
月
1
日
〜
11
月
30

日
を
林
業
労
働
災
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
後
期
）
期
間
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
上
半
期
の
県
の
林
業
労
働

災
害
発
生
件
数
は
、
休
業
4
日
以

上
の
死
傷
災
害
が
31
件
（
う
ち
死

亡
災
害
0
件
）
で
す
。
こ
れ
ら
の

災
害
の
中
に
は
、
作
業
の
基
本
を

守
っ
て
い
な
い
も
の
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
防
護
衣
の
着
用
に
よ
り
防
げ

た
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、

労
働
災
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

は
作
業
者
一
人
ひ
と
り
の
安
全
意

識
の
向
上
が
必
要
で
す
。
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
、
作
業
方

法
や
服
装
、
道
具
の
整
備
状
況
等

を
点
検
し
、
安
全
な
作
業
に
つ
な

が
る
よ
う
見
直
し
と
改
善
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
！

　

特
に
、
伐
木
作
業
に
お
け
る
か

か
り
木
処
理
は
、
重
篤
な
労
働
災

害
が
発
生
し
や
す
い
危
険
な
作
業

で
す
。
禁
止
行
為
（
浴
び
せ
倒
し

や
か
か
っ
て
い
る
木
の
元
玉
切
り

等
）
に
よ
る
処
理
が
あ
っ
た
場
合

は
、
専
門
の
道
具
や
ウ
イ
ン
チ
、

グ
ラ
ッ
プ
ル
を
使
用
す
る
な
ど
、

安
全
な
方
法
で
処
理
す
る
よ
う
に

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
が
、
台
風
被
害
木
等
の
処
理

作
業
は
通
常
の
伐
倒
作
業
以
上
に

難
し
く
危
険
が
伴
い
ま
す
。
初
心

者
だ
け
で
の
作
業
は
避
け
、
熟
練

者
で
あ
っ
て
も
い
つ
も
以
上
に
安

全
に
留
意
し
て
作
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

上

益
城
地
域
振
興

局
林
務
課
☎
0

9
6（
2
8
2
）

0
1
4
2

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推

進
事
業

　

今
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事

業
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必

要
と
す
る
状
態
の
人
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
送
れ
る
よ
う
、
在
宅
医
療
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、
病
院

等
で
亡
く
な
る
人
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
国
の
施
策
に
よ
り

病
院
等
や
介
護
施
設
の
ベ
ッ
ド
数

は
増
加
し
な
い
予
定
の
た
め
、
今

後
の
看
取
り
先
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
最
期
は

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
た
め
、

在
宅
医
療
・
介
護
を
す
す
め
、
在

宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
で
は
①
地
域

の
医
療
・
介
護
の
資
源
の
把
握
、

②
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
課
題

の
抽
出
と
対
応
策
の
検
討
、
③
切

れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
在
宅
介

護
の
提
供
体
制
の
構
築
推
進
、
④

医
療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有

の
支
援
、
⑤
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
に
関
す
る
相
談
支
援
、⑥
医
療
・

介
護
関
係
者
の
研
修
、
⑦
地
域
住

民
へ
の
普
及
啓
発
、⑧
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
に
関
す
る
関
係
市
区
町

村
の
連
携
の
8
つ
の
取
組
み
を
行

う
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
身
近
な
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
知
り
、
住
み
慣
れ
た

ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
宇
土
地
区
医
師
会
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
医
療
施
設
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
掲
載

し
た
「
医
療
・
介
護
施
設
等
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
広
報
に
折
り
込

ん
で
い
ま
す
の
で
、
目
の
付
く
場

所
に
貼
る
な
ど
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

宇
土
地
区
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　

高
齢
者
支
援
課
介
護

保
険
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2

1
5
1
）
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0年

人 2030年　推計死亡者数　1,597千人  
（405千人増）

2010年　死亡者数　1,192千人
65歳以上　1,020千人

実績 推計

死亡場所別・死亡者の年次推移と将来推計

自宅 介護施設 その他 病院・診療所

【資料】
2010年（平成22年）までの実績は厚生労働省「人口動態統計」
2011年（平成23年）以降の推計は国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集（2006年度版）から推定

課題

（厚生労働省資料）

2030年までに約40万人死亡者数が増加すると見込まれるが、看取り先の確保が困難

※介護施設は老健、老人ホーム
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くらし
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す

「
た
め
ら
わ
ず　

知
ら
せ
て
つ
な

ぐ　

命
の
輪
」

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
子
ど
も
の
生
命
が
奪

わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
た
ず
、
児
童
虐
待
問
題
は
社

会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
の
発

生
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応

か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自

立
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

総
合
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

児
童
虐
待
と
は
？

　

殴
る
、
蹴
る
、
壁
に
押
し
付
け

る
、冬
戸
外
に
閉
め
出
す
等
の「
身

体
的
虐
待
」、
子
ど
も
に
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り

す
る
「
性
的
虐
待
」、
言
葉
に
よ

る
脅
し
や
子
ど
も
の
言
う
こ
と
を

無
視
し
た
り
、
兄
弟
間
で
差
別
す

る
「
心
理
的
虐
待
」、
病
気
や
怪

我
を
し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
、
満
足
に
食
事
も
与
え
な
い
、

不
潔
に
す
る
等
の「
ネ
グ
レ
ク
ト
」

等
を
児
童
虐
待
と
い
い
、
保
護
者

以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
放

置
す
る
こ
と
も
ネ
グ
レ
ク
ト
に
あ

た
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
心
身
の
成
長
や
人
格
の
形
成

に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
子
ど
も

の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
も
の

で
す
。

気
に
な
る
子
ど
も
さ
ん
が
い
る
の

で
す
が
？

　

激
し
い
泣
き
声
が
続
く
、
大
人

の
目
を
気
に
し
て
怯
え
て
い
る
、

な
か
な
か
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
、

身
体
が
ひ
ど
く
不
潔
で
衣
服
が
洗

濯
さ
れ
て
い
な
い
、
不
自
然
な
怪

我
や
あ
ざ
が
あ
る
、
こ
の
よ
う
な

場
合
も
虐
待
が
疑
わ
れ
ま
す
。

よ
く
「
し
つ
け
」
の
た
め
、
と
聞

き
ま
す
が
？

　

大
切
な
こ
と
は
、「
子
ど
も
の

立
場
に
立
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

こ
と
で
す
。「
し
つ
け
」
で
あ
る

と
か
、「
良
い
子
に
す
る
た
め
」

と
い
う
保
護
者
の
意
図
と
は
関
わ

り
な
く
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害

で
苦
痛
を
感
じ
て
い
れ
ば
、「
虐

待
」
と
い
え
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
？

　

虐
待
の
早
期
発
見
・
対
応
に

よ
っ
て
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
」
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、

虐
待
が
明
白
で
は
な
く
疑
わ
し
い

場
合
で
あ
っ
て
も
連
絡
（
通
告
）

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
育
て

に
悩
ん
だ
と
き
に
も
、
迷
わ
ず
次

の
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
や
連
絡
者
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

子
育
て
支
援
課
、
家
庭
児
童
相
談

室
（
月
・
火
・
木
）
☎
㉓
3
7
5

7
、
婦
人
相
談
室
（
月
・
水
・
金
）

☎
㉓
3
7
5
7
、
宇
城
警
察
署
☎

33
0
1
1
0
、
県
中
央
児
童
相
談

所
☎
0
9
6
（
3
8
1
）
4
4
5

1問
合
せ
先　

子
育
て

支
援
課
子
育
て
支
援

係
☎
㉒
1
1
1
1

（
内
線
2
8
1
3・2

8
2
2
）

市
役
所
庁
舎
消
防
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　

11
月
26
日
（
木
）
午
後
4
時
か

ら
30
分
程
度
の
消
防
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
業
務
は
平
常
通
り
行
い

ま
す
が
、
避
難
訓
練
等
を
行
い
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

財
政
課
契
約
管
財
係

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
2
3
2
）

農
業
者
年
金
制
度

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
他
の
公

的
年
金
と
同
様
の
「
老
後
生
活
の

安
定
・
福
祉
の
向
上
」
の
目
的
と

と
も
に
、
年
金
事
業
を
通
じ
た
農

業
政
策
上
の
目
的
を
併
せ
持
つ
制

度
で
す
。

加
入
要
件　

60
歳
未
満
で
国
民
年

金
の
第
1
号
被
保
険
者
（
保
険
料

納
付
免
除
者
を
除
く
）
の
人
で
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
人

内
容　

①
積
み
立
て
方
式
の
確
定

拠
出
型
年
金
で
す
（
自
分
の
年
金

原
資
を
自
分
で
積
み
立
て
ま
す
）。

月
額
2
万
円
以
上
か
ら
1
0
0
0

円
単
位
で
、
最
大
6
万
7
0
0
0

円
ま
で
の
範
囲
で
自
由
に
保
険
料

を
設
定
で
き
、
経
営
の
状
況
等
に

応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
し
が
出
来

ま
す
。

②
80
歳
ま
で
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前

に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡

し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老

齢
年
金
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
税
制
上
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
（
年

額
12
万
円
〜
8
0
万
4
0
0
0
円
）

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
（
支

払
っ
た
保
険
料
の
15
〜
30
%
程
度
）

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
将
来
受

け
取
る
農
業
者
年
金
は
、
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
、
65
歳

以
上
の
人
で
あ
れ
ば
、
公
的
年
金

等
の
合
計
額
が
1
2
0
万
円
ま
で

は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

④
保
険
料
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。
3
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は

保
険
料
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
最
長
20
年
、
補
助
を
受
け
る
期

間
の
保
険
料
は
毎
月
2
万
円
固
定
、

加
入
者
負
担
は
2
万
円
か
ら
国
庫

補
助
額
を
差
し
引
い
た
額
と
な
り

ま
す
）。

　

詳
細
は
農
業
者
年
金
基
金
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
3
3
1
）

お
詫
び
と
訂
正 

　

広
報
う
と
10
月
号
の
P
8
「
宝

く
じ
助
成
事
業
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
備
品
を
整
備
」
で
、
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
法
人
格
名
を

「
財
団
法
人
」と
掲
載
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
一
般
財
団
法
人
」
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。
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申
請
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
間
中
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
し
て
い
な
い
人

に
再
度
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　

平
成
27
年
6
月
分
の
児
童
手

当
（
特
例
給
付
を
除
く
）
の
支
給
を
受
け
る

人※
特
例
給
付
と
は
、
児
童
1
人
当
た
り
月
額

5
千
円
が
支
給
さ
れ
る
人
で
す
。

※
6
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
人

が
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給

が
決
定
す
る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
、
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
翌
月
分
か

ら
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
人
等
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

※
市
外
か
ら
の
転
入
等
で
宇
土
市
か
ら
6
月

分
の
児
童
手
当
を
受
け
な
い
人
は
、
6
月

分
の
支
給
を
受
け
る
市
町
村
が
申
請
先
と

な
り
ま
す
。

対
象
児
童　

支
給
対
象
者
の
6
月
分
の
児
童

手
当
（
特
例
給
付
を
除
く
）
の
対
象
と
な
る

児
童

〈
注
意
〉
6
月
1
日
か
ら
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
亡
く
な
ら
れ
た
児
童
は
対
象
外
で
す
。

支
給
額　

対
象
児
童
1
人
に
つ
き
3
千
円

申
請
手
続

◎
申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、印
鑑（
朱

肉
使
用
の
も
の
）

※
受
取
り
に
児
童
手
当
の
振
込
口
座
と
異
な

る
口
座
を
指
定
す
る
場
合
は
、
指
定
し
た
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類
（
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）
が
必
要
で
す
。

※
公
務
員
の
人
は
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明

欄
に
所
属
庁
の
証
明
の
あ
る
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
方
法　

申
請
書
を
子
育
て
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
便
で
の
提
出
も
可
）。

◎
受
付
窓
口　

子
育
て
支
援
課

◎
申
請
期
限　

12
月
16
日
（
水
）
※
土
日
祝

日
を
除
く
。

◎
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

問
合
せ
先　

申
請
方
法
に
関
す
る
こ
と
：
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
☎
㉒
1
1
1
1

（
内
線
2
8
1
3
・
2
8
2
2
）、
制
度
に
関

す
る
こ
と
：
厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
0
5
7
0
（
0
3
7
）
1
9
2

　

対
象
者
は
、
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
で
す
が
、
未
申
告
の
人
は

課
税
情
報
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
申
告
す
る
こ
と
で
、

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

給
付
対
象
者　

平
成
27
年
度（
平
成
26
年
分
）

市
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
（
税
法
上
の
扶
養
で

あ
り
、
同
居
や
仕
送
り
の
有
無
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
）
や
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

給
付
額　

対
象
者
1
人
に
つ
き
6
千
円

申
請
手
続

◎
申
請
先　

基
準
日（
平
成
27
年
1
月
1
日
）

に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

◎
申
請
方
法　

申
請
書
と
必
要
書
類
（
本
人

確
認
書
類
・
受
取
口
座
の
通
帳
の
写
し
等
）

を
添
付
し
て
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す

る
か
、
受
付
窓
口
へ
必
要
書
類
を
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
窓
口　

市
役
所
5
階
第
2
会
議
室

◎
受
付
期
限　

11
月
30
日
（
月
）
※
土
日
祝

日
を
除
く
。

◎
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申
請
書　

②
印
鑑

③
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
免
許
証
・
保

険
証
等
）
の
写
し
※
対
象
者
全
員
分
が
必
要
。

④
受
取
口
座
の
通
帳
の
写
し
※
前
年
度
に
受

給
し
た
人
で
、
同
じ
口
座
を
指
定
す
る
場
合

は
不
要
。

問
合
せ
先　

申
請
方
法
に
関
す
る
こ
と
：
市

役
所
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口
☎
㉒
6
1
6
1

・
6
1
6
2
、
福
祉
課
福
祉
政
策
係
☎
㉒

1
1
1
1
（
内
線
2
8
1
4
）、
制
度
に
関

す
る
こ
と
：
厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
0
5
7
0
（
0
3
7
）
1
9
2
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　　　　　　　　入札結果一覧 （単位：円）
入札
月日 件　　　名 予定価格

（税込）
落札金額
（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　期

10.5

平成27年度 伊津野・厳福寺線改良工事（その１） 25,741,800 24,840,000 ㈱満本建設 13 27.10.15～28. 3.15
平成27年度 伊津野・厳福寺線改良工事（その２） 16,332,840 15,768,000 ㈱満本建設 13 27.10.15～28. 3.15
平成27年度 伊津野・厳福寺線改良工事（その３） 14,991,480 14,472,000 ㈱満本建設 13 27.10.15～28. 3.15
平成27年度 南走・築籠線張出歩道設置工事 13,602,600 12,960,000 ㈱吉田組 15 27.10.15～28. 3. 9
汚水423号下新開枝線管渠築造工事 7,974,720 7,722,000 ㈲義王産業 16 27.10.15～28. 2. 8
汚水421号下新開枝線管渠築造工事 3,646,080 3,452,760 ㈱Ｔ．ダイレクト 13 27.10.15～28. 2. 8
平成27年度 上松山地区水路改修工事 918,000 891,000 ㈱ヤスダ 9 27.10. 7～27.11.30
平成27年度 栗崎地区農道舗装工事 4,255,200 4,104,000 ㈱渡邊建設 13 27.10.15～27.12. 4
下新開地区配水管拡張工事 4,263,840 4,050,000 ㈲西山水道 11 27.10.15～28. 2. 8
平成27年度 島の元排水機場建屋補修工事 3,250,800 2,871,180 ㈲松永塗装 13 27.10.15～27.12.18
新町団地１・４号棟屋上防水補修（台風15号災害復旧） 2,329,560 2,052,000 ㈲松永塗装 13 27.10. 7～27.11.20
平成27年度 島の元排水機場水門機操作盤外改修工事 13,597,200 12,852,000 飯塚電機工業㈱ 14 27.10.15～28. 2.29
平成27年度 農業基盤整備促進事業に伴う測量設計業務委託 3,596,400 3,402,000 ㈱三浜測量設計社 12 27.10. 7～28. 1.29
下平岩線測量設計業務委託 1,605,960 1,522,800 ㈱明進測量設計 15 27.10. 7～28. 1.12
道路台帳補正業務委託 9,508,320 9,234,000 大成ジオテック㈱熊本営業所 15 27.10. 7～28. 3.25
平成27年度 長浜漁港東側防波堤改修工事に伴う地質調査業務委託 4,826,520 4,514,400 ㈱双葉工務店　宇土支店 11 27.10. 7～27.12.15
平成27年度 宇土市管内橋梁詳細点検業務委託（その１） 13,684,680 12,960,000 ㈱水野建設コンサルタント 16 27.10. 7～28. 2.29
平成27年度 宇土市管内橋梁詳細点検業務委託（その３） 12,059,280 10,260,000 ㈱富友測量設計 15 27.10. 7～28. 2.29
平成27年度 宇土市管内橋梁詳細点検業務委託（その２） 8,133,480 7,722,000 ㈱和調査設計 15 27.10. 7～28. 2.29

問合せ先　財政課契約管財係☎㉒1111（内線2232）

第17回　浜戸川（旧緑川本流）の岸辺に残る歴史の跡
　走潟地区の南側をめぐるように流れる浜戸川。本来、
これが緑川の本流であり、治水のためさまざまに手を加
えられた結果として現在の姿があることは、知る人ぞ知
る地域の歴史です。今回は、そんな緑川の歴史と、その
岸辺に残る文化財について紹介します。
嘉永新川と内務省堰
　本来の緑川は、河口付近で大きく湾曲し、水はけの悪
さが洪水の原因となっていました。それを解消するため、
江戸時代に現在の平木橋付近から下流1㎞あまりにかけ
て、水を逃がすための分水路が掘られました。整備され
た年号から「嘉永新川」などと呼ばれるこの分水路が、
昭和初期の河川改修により「緑川の本流」と位置づけら
れ、現在に至ります。

御倉床と長輪久
　本来は緑川だった現浜戸川の沿岸、現在の馬之瀬町の
一画には、江戸時代に肥後細川藩が年貢米などを蓄えた
米蔵があり、その付近を「御

お

倉
くら

床
どこ

」と呼びます。細川藩
の家紋入りの瓦が使われた建物（藩倉）が現在も残って
います。
　「年貢」として米が経済の中心だった江戸時代、藩に
とって倉は重要な施設でした。本来は全国各地にそうし

た倉があったと考えら
れますが、現存するも
のは全国でも4カ所し
か知られていません。
その中でも、熊本市の
「川尻御蔵」と並んで、
2カ所が熊本県にある
点は注目されます。御
倉床に蓄えられた年貢米は、隣接する緑川（現在は浜戸
川）から船で出荷され、大坂（現大阪）の蔵屋敷へと運
ばれました。

「うと学」卓話－宇土の歴史を再発見 !－を開催します
　「うと学資料室」では、郷土の歴史に詳しい講師を
招いて歴史講座を開催します。ぜひご参加ください。
日時　11月17日（火）午後1時30分～午後2時30分
場所　文化課内「うと学資料室」
講師　根本なつめさん（市文化財保護審議委員）
　　　「宗方小太郎という人」
定員　10人程度

温故知新　～うと学だより～

分水路掘削前の緑川（中央が現在の走潟）

申込み・問合せ先　文化課文化係☎㉓0156

第 5回「うとん歴史散歩」を開催 !!
　今回紹介した「御倉床」を含め、緑川地区の史跡を
めぐります。
集合日時　11月22日（日）午前9時
　　　　　（午後3時終了予定）
集合場所　緑川公民館（JR三角線緑川駅そば）
※年間を通じて申込みしていない人も参加できます。
文化課までご連絡ください。

御倉床に残る藩倉
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知っておきたい　国民年金

老齢基礎年金
　老齢基礎年金は、25年以上の※受給資格期間を満たした人が、原則として65歳に達したときに受けられる年金です。

※受給資格期間とは
①国民年金保険料を納めた期間
②厚生年金や共済組合などの加入期間
③第3号被保険者期間
④国民年金保険料の免除を受けた期間
⑤学生納付特例期間・若年者納付猶予期間
⑥任意加入できる人が加入しなかった期間（合算対象期間）

老齢基礎年金の年金額
　平成27年度の年金額は満額受給の場合で780,100円（年額）です。
　ただし、満額受給するためには、40年の納付済み期間（第3号被保険者期間を含む）が必要です。
　保険料納付済み期間が40年に満たない場合や保険料の免除・納付猶予を受けた期間がある場合は、一定の計算式によ
り年金額が減額されます。
　老齢基礎年金は、原則として65歳から受けられますが、希望すれば60歳以後いつからでも受けられます。ただし、64
歳以前から受けると減額され、66歳以後から受ける場合は増額されることになります。
　繰り上げ支給や、繰り下げ支給により一度決定された支給率は、生涯変わりません。

すべての年金は、受けられる資格があっても本人の請求がなければ支給されません
●請求先
　①国民年金第1号被保険者→保険課の窓口
　②国民年金第3号被保険者→熊本東年金事務所
　③厚生年金・共済組合の制度に加入していた人→熊本東年金事務所
●請求は誕生日の前日からです。加入した年金制度により手続き先が異なります。手続きに必要な書類は手続き先にご
確認ください。

●現在、厚生年金・共済年金を受給中の人は、65歳の誕生月に日本年金機構から届くはがき形式の「老齢給付年金請求
書」を提出してください。再度の国民年金請求手続きは不要です。

≪ご存知ですか？ねんきんネット≫
　・自分の年金記録を、一覧形式でいつでも確認できます！
　・「もれ」や「誤り」がないか確認できます！
　・将来の年金見込額を自分で試算できます！
　・持ち主の分からない年金記録を検索できます！

問合せ先　熊本東年金事務所お客様相談室 ☎096（367）2503、保険課国保年金係 ☎㉒1111（内線2164・2167）

年金事務所 年金相談
※年金相談は予約制です。

熊本東年金事務所による出張相談を行っています。
■期日　11月19日（木）､ 12月3日（木）､ 12月17日（木）
　　　　原則、第1・第3木曜日です。
■時間　午前10時～午後3時
■場所　福祉センター2階会議室
■申込み先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503 
※1カ月程前から予約できます。

11月は

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年11月を「ねんきん月間」
と位置付け、公的年金制度に対する理解を深めてもらうための普及・啓発活
動を積極的に行います。

年金保険料、納めていますか？
この機会に年金加入状況の確認を！

ね ん き ん 月 間
です 11月30日は

「年金の日」
「ねんきんネット」で

未来の生活設計
考えませんか

いい みらい
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くらし

環境 シリーズ vol.8

浄化槽って何？
○浄化槽とは
　浄化槽とは、微生物の働きを利用して汚水を処理する装置です。
　浄化槽には、し尿だけを処理する単独浄化槽と、し尿と台所やお風呂などから出る生活雑排水の両方を合わせて処理する
合併浄化槽があります。家庭用の合併浄化槽の性能は、BOD除去率が90%以上、処理水質は、BOD20mg/ℓ以下と下水
道終末処理施設と同等な性能を有しています。
　
○自然を守るためにも合併浄化槽を設置しましょう
　合併浄化槽は、家庭から出る水の汚れ
を単独浄化槽の8分の1に減らすことがで
きます。浄化槽法の一部改正により平成
13年4月1日から、単独浄化槽の設置は原
則禁止となり、また、現在設置されてい
る単独浄化槽は、合併浄化槽に設置替え
するよう努めなければならなくなりまし
た。
　川や海、生活環境を守るためにも合併
浄化槽の設置をお願いします。

○自宅に合併浄化槽を設置する
ときは補助金があります !!

　自宅に合併浄化槽を設置するときは補
助金を交付しています。補助金は設置前
の申請が必要です。詳しくは問い合せく
ださい。

○浄化槽を設置したら…
　浄化槽は、下水処理場と同じく微生物の働きを利用して汚水を処理する装置であるため、微生物が活発に活動できるよう
な環境を保つことが大切です。浄化槽法では、管理者の義務として「保守点検」、「清掃」、「法定検査」を行うことが義務付
けられています。

○12月に平成26年度の法定検査未受検の管理者に通知が届きます
　12月に法定検査未受検の管理者に法定検査を受検いただくようお願いの文書が届きます。通知が届いた管理者の皆さんは、
浄化槽の適正な使用のため、この機会に受検してください。

問合せ先　公益社団法人熊本県浄化槽協会☎096（284）3355、環境交通課環境交通係☎㉒1111（内線2823)

社団法人全国浄化槽団体連合会ＨＰより

浄化槽をお使いの皆さんへ !

『法定検査』を受けましょう !
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シリーズ「発達に違いのある子どもたち」
　市では、「障がいのある人、ない人にかかわらず　だれもがいきいきと安心して暮らせるまちづくり」を基
本理念としてさまざまな施策に取り組んでいます。
　今回も、市内で子どもの発達支援に取り組まれているＮＰＯ法人「まいすてっぷ」から、発達に違いのある
子どもたちについて皆さんに正しく理解いただくために、文章を寄稿していただきました。

問合せ先　福祉課福祉政策係☎㉒1111（内線2814）

「
場
面
緘
黙（
か
ん
も
く
）」

の
子
ど
も
た
ち

　

最
近
ド
ラ
マ
や
映
画
に
「
場
面

緘
黙
を
連
想
さ
せ
る
人
物
」
が
登

場
し
、
関
係
す
る
人
た
ち
の
中
で

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」
の
幼
な
じ
み

「
二
木
高
志
」、
ア
ニ
メ
映
画
「
心

が
叫
び
た
が
っ
て
る
ん
だ
。」
の

主
人
公
「
成
瀬
順
」、
大
河
ド
ラ

マ
「
花
燃
ゆ
」
の
主
人
公
「
杉

文
」
の
子
ど
も
時
代
…
。
い
ず
れ

も
作
ら
れ
た
人
物
像
な
の
で
、
場

面
緘
黙
の
診
断
基
準
を
満
た
す
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ど
の
作
品
も
話
す
こ
と

の
難
し
い
そ
の
人
の
、
あ
り
の
ま

ま
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
さ
り

げ
な
い
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
障
が
い
の
一
つ
で
あ
る
場
面
緘

黙
（
医
学
的
な
診
断
で
は
選
択
性

緘
黙
）
と
は
、
社
交
不
安
や
恐
怖

症
の
一
種
で
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
家
で
は
普

通
に
話
せ
る
が
、
園
や
学
校
な
ど

特
定
の
状
況
で
は
話
す
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
れ
が
長
期
間
続
く
症
状

で
す
。
生
ま
れ
つ
き
危
険
に
対
し

て
敏
感
な
気
質
を
持
つ
子
ど
も
が

多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
決
し
て

親
の
育
て
方
の
せ
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
生
率
は
0
・
2
〜
0
・

7
%
、
入
園
や
入
学
の
よ
う
な
社

会
的
な
環
境
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
時

期
に
多
い
よ
う
で
す
。
転
校
や
失

敗
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
る
子
ど

も
も
い
ま
す
。
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
不
安

が
強
く
て
動
け
な
い
子
も
い
れ
ば
、

話
せ
な
い
け
ど
元
気
で
活
発
な
子

も
い
ま
す
。

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　
　
　
 

笑
い
た
い
！

　

ま
い
す
て
っ
ぷ
に
も
場
面
緘
黙

の
症
状
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が

通
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ

と
り
の
状
態
は
異
な
り
ま
す
。
学

校
で
は
全
く
話
せ
な
い
子
、
少
人

数
の
友
だ
ち
と
な
ら
話
せ
る
子
、

話
さ
な
い
け
ど
活
発
な
子
、
幼
稚

園
の
頃
か
ら
話
せ
な
い
子
、
小
学

校
の
低
学
年
か
ら
話
せ
な
い
子
、

中
学
校
ま
で
話
せ
な
か
っ
た
が
高

校
か
ら
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
子

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
も
年
齢
も
違
い
ま
す
の
で
、

ま
い
す
て
っ
ぷ
で
は
個
々
に
必
要

な
学
習
と
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
て
思
わ
ず
声
を
出
し
て

笑
っ
た
り
、
話
し
た
り
す
る
子
も

い
ま
す
が
、
声
を
出
し
た
こ
と
に

周
囲
が
過
剰
に
反
応
し
て
し
ま
う

と
逆
効
果
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
は

自
然
な
雰
囲
気
を
保
ち
な
が
ら
静

か
に
見
守
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま

す
。

　

場
面
緘
黙
の
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、
話
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、

喜
び
や
怒
り
や
悲
し
み
を
表
情
に

出
す
こ
と
が
苦
手
で
す
。
気
持
ち

が
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、

伝
え
た
い
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ

に
笑
い
た
い
気
持
ち
は
あ
り
な
が

ら
も
、
不
安
が
強
す
ぎ
て
そ
れ
を

表
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
。
感
じ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
、

無
視
し
て
い
る
の
で
も
な
い
、
本

当
は
言
い
た
い
ん
だ
!
そ
の
こ

と
を
周
囲
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

だ
け
で
、
体
い
っ
ぱ
い
の
不
安
な

気
持
ち
は
少
し
軽
減
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

改
善
の
手
段
は
、
安
心
で
き
る

場
所
で
安
心
で
き
る
人
と
、
少
し

ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣

れ
て
い
く
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が

場
面
緘
黙
を
克
服
す
る
に
は
、
周

囲
の
大
人
の
忍
耐
強
い
、
し
か
し

さ
り
げ
な
い
見
守
り
が
必
要
で
す
。

焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
環
境
を
準
備
す
る
こ
と
は
、

場
面
緘
黙
の
子
ど
も
に
限
ら
ず
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

〈
参
考
資
料
〉

か
ん
も
く
ネ
ッ
ト
（http://kan

m
oku.org/

）、
学
校
で
話
せ
な

い
子
ど
も
達
の
た
め
に
（http://

silencenet.sakura.ne.jp/

）

〈
参
考
文
献
〉

「
場
面
緘
黙
の
子
ど
も
の
支
援
」

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
A
・
カ
ー

ニ
ー
著
（
学
苑
社
）、「
私
は
か
ん

も
く
ガ
ー
ル
」
ら
せ
ん
ゆ
む
著

（
合
同
出
版
）、「
ど
う
し
て
声
が

出
な
い
の
?
」
は
や
し
み
こ
著
・

か
ん
も
く
ネ
ッ
ト
編
（
学
苑
社
）、

「
な
っ
ち
ゃ
ん
の
声
ー
学
校
で
話

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
理
解
の
た

め
に
ー
」
は
や
し
み
こ
著
（
学
苑

社
）、「
放
課
後
カ
ル
テ
8
巻
9

巻
」
日
生
マ
ユ
著
（
講
談
社
）
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平
成
28
年
成
人
式

　

平
成
28
年
の
成
人
式
は
、
1
月

10
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
成
人
式
を
迎
え
る
人
は
、

平
成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成
8
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
で

す
。
対
象
の
人
で
市
内
に
住
民
票

が
あ
る
人
に
は
、
12
月
上
旬
に
は

が
き
で
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　

市
内
に
住
民
票
が
な
い
人
で
成

人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、

電
話
、
F
A
X
や
郵
送
で
、
住
所

（
送
付
先
）、
氏
名
、
世
帯
主
の
氏

名
、
電
話
番
号
、
出
身
小
学
校
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
・
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

市
内
7
小
学
校
区
か
ら
成
人
式

に
向
け
運
営
委
員
を
募
集
し
、
次

の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に

は
、
成
人
式
の
企
画
・
準
備
と
当

日
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
。（
敬
称
略
）

宇
土
小
学
校
区　

石
田
勝
守
・
井

手
上
莉
子
・
上
塚
哲
司
・
上
村
健

成
・
北
村
遥
夏
・
佃
直
樹
・
野
田

美
波
・
野
村
拳
士
朗
・
掃
本
涼

大
・
橋
口
万
由
子
・
橋
本
将
皇
・

山
鹿
幸
・
吉
住
瑠
衣

花
園
小
学
校
区　

岩
田
剛
之
介
・

樫
﨑
友
政
・
金
子
千
華
・
西
山
茜

・
濱
口
萌
奈
美
・
早
川
祐
馬
・
原

田
岬
・
堀
川
和
希
・
松
下
慎
之
介

宇
土
東
小
学
校
区　

北
野
竜
成
・

宮
崎
澪
佳
・
宮
本
達
朗

走
潟
小
学
校
区　

小
﨑
悠
也
・
廣

岡
拓
耶
・
山
本
亮
太

緑
川
小
学
校
区　

宮
本
優
希
・
野

口
和
暉

網
津
小
学
校
区　

河
上
慎
・
土
井

郁網
田
小
学
校
区　

園
田
雄
啓
・
鳩

野
祐
士
・
前
田
ひ
か
る
・
村
上
隆

也問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎
㉒
6
5
1
0
、
F
A
X
㉓

1
0
0
2
、
〒
8
6
9

－

0
4
3

3
新
小
路
町
95

2
0
1
6
年
宇
土
市
観
光

カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
中

　

来
年
の
宇
土
市
観
光
カ
レ
ン

ダ
ー
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
御
輿

来
海
岸
の
見
頃
マ
ー
ク
を
メ
イ
ン

に
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な

ど
情
報
盛
り
沢
山
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
・
職
場
ま
た
は
宇
土
を
離

れ
て
い
る
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
ご
利
用
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

紙
質　

上
質
紙

大
き
さ　

縦
61
㎝
、
横
42
㎝

金
額　

1
部
8
0
0
円
（
現
金
引

換
え
で
お
渡
し
し
ま
す
）

販
売
期
日　

12
月
1
日
（
火
）
か

ら
（
予
定
）

販
売
時
間　

平
日
の
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

販
売
・
問
合
せ
先　

市
観
光
物
産

協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
3
2
6
）

平
成
27
年
度
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
　
生
徒
募

集資
格　

推
薦
：
男
子
で
中
卒
（
見

込
含
む
）
17
歳
未
満
の
成
績
優
秀

か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実

績
を
納
め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る

人
、
一
般
：
男
子
で
中
卒
（
見
込

含
む
）
17
歳
未
満

受
付
期
間　

推
薦
：
11
月
1
日
〜

12
月
4
日
、
一
般
：
11
月
1
日
〜

1
月
8
日

試
験
期
日　

推
薦
：
1
月
9
日
〜

11
日
、
一
般
：
1
次
1
月
23
日
、

2
次
2
月
4
日
〜
7
日

※
「
自
衛
官
候
補
生
」
は
年
間
を

通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

宇
城
募
集
案
内
所
☎

㉓
2
0
4
7

募
集
・
催
し

企画・運営スタッフの皆さん

心
も
身
体
も
大
人
で
は

な
い
け
れ
ど
、
全
く
の

子
ど
も
で
も
な
い
。

　
思
春
期
と
は
、
身
体
の
成
長

に
心
の
成
長
が
追
い
つ
か
ず
、

だ
れ
も
が
不
安
定
な
気
分
に
な

り
や
す
い
時
期
で
す
。「
私
は

何
な
の
か
」「
私
は
ど
う
生
き

た
ら
い
い
の
か
」
な
ど
と
自
分

に
直
面
し
、
自
分
を
見
る
「
も

う
一
人
の
自
分
」
が
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小
さ
な

こ
と
で
有
頂
天
に
な
っ
た
り
、

逆
に
ひ
ど
く
傷
つ
い
て
落
ち
込

ん
で
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
異

性
へ
の
興
味
が
高
ま
っ
た
り
、

親
や
先
生
が
う
っ
と
う
し
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
だ
け

の
秘
密
を
も
ち
始
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
心
の
変
化
に
対
し
、

身
体
は
、
体
型
全
体
の
大
人
化

が
著
し
く
進
み
ま
す
。
女
性
で

は
月
経
、
男
性
で
は
射
精
が
始

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
抑
え
が
た

い
性
衝
動
が
性
非
行
を
含
む
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
行
動
の
原
因
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
思
春
期
」
に
つ
い

て
親
が
し
っ
か
り
と
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

〝
思
春
期
に
つ
い
て
理
解
を

　
　
　
　
　
　
　
深
め
よ
う
〞

（
文
部
科
学
省

　「
家
庭
教
育
手

帳
　
小
学
生
（
高
学
年
）
〜
中

学
生
編
」
か
ら
抜
粋
）

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
☎
㉒
6
5
1
0

家
庭
教
育

　
シ
リ
ー
ズ

小学生（高学年）
 ～中学生編
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第
5
回
う
と
ん
歴
史
散
歩

　

開
催
し
ま
す

　

ガ
イ
ド
の
案
内
で
宇
土
の
歴
史

ス
ポ
ッ
ト
を
散
策
す
る
「
う
と
ん

歴
史
散
歩
」。
新
規
参
加
の
人
も

歓
迎
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
（
新
規
の
人
は
文
化

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

日
時　

11
月
22
日
（
日
）
午
前
9

時
〜
午
後
3
時

散
策
場
所　

緑
川
地
区
（
天
神
山

古
墳
、
千
体
仏
、
御
倉
床
ほ
か
）

集
合　

緑
川
公
民
館
（
Ｊ
Ｒ
三
角

線
緑
川
駅
そ
ば
）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

（
終
了
時
刻
は
予
定
）

講
師　

宇
土
歴
史
観
光
案
内
人
の

会（
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
）

資
料　

教
育
委
員
会
刊
行
の
『
宇

土
の
今
昔
百
も
の
が
た
り
』
を
使

用
し
ま
す
。
お
持
ち
の
人
は
持
参

く
だ
さ
い
。
教
育
委
員
会
や
カ
メ

ヤ
書
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
（
1

0
0
0
円
）。
当
日
も
若
干
数
販

売
し
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
事
前
の
購
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。

そ
の
他　

当
日
は
昼
食
・
飲
み
物

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
長
い
距
離

を
歩
き
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
駐
車

場
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
や
自
動
車
の
乗
り

合
わ
せ
等
、
車
の
台
数
削
減
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

文
化
課
文
化
係
☎
㉓

0
1
5
6

宇
土
市
交
通
安
全
・
防
犯

教
室
を
開
催
し
ま
す

　

7
地
区
を
巡
回
し
、「
交
通
安

全
・
防
犯
教
室
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
宇
城
警
察
署
管
内

で
は
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
の
犯
罪
発
生
数
（
8
月
末

現
在
）
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
3
位
で

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
教
室
は
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
正
し
い

知
識
を
得
て
、
交
通
事
故
や
犯
罪

被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

環
境
交
通
課
環
境
交

通
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2
8

2
7
）

新
規
就
農
支
援
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成

28
年
度
新
規
就
農
支
援
研
修
生
を

募
集
し
ま
す
。
願
書
の
請
求
な
ど

の
詳
細
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

63
歳
以
下
（
プ
ロ
経
営
者

コ
ー
ス
は
就
農
予
定
時
の
年
齢
が

45
歳
未
満
）
で
、
新
た
に
農
業
で

生
計
を
立
て
る
こ
と
を
目
指
す
人

や
農
産
物
販
売
を
目
的
と
し
た
農

業
経
営
を
目
指
す
人
（
同
一
世
帯

か
ら
複
数
の
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
）

研
修
期
間　

4
月
〜
12
月
（
プ
ロ

経
営
者
コ
ー
ス
は
4
月
〜
3
月
）

研
修
内
容　

【
栽
培
技
術
講
義
】
実
習
や
農
業

経
営
に
必
要
な
知
識
習
得
の
た
め

の
講
義
な
ど

①
プ
ロ
経
営
者
コ
ー
ス
（
即
戦
力

と
し
て
本
格
的
な
農
業
経
営
を
目

指
す
人
）

受
講
日　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

午

前
8
時
50
分
〜
午
後
4
時
20
分

定
員　

10
人

②
実
践
農
業
コ
ー
ス
（
農
産
物
販

売
を
目
指
す
人
）

受
講
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
8
時
50
分
〜
午
後
4
時
20
分

定
員　

40
人

【
特
別
セ
ミ
ナ
ー
】
流
通
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
栽
培
管
理
技
術
、

就
農
に
必
要
な
農
業
情
報
な
ど

①
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス

（
農
業
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
を

目
指
す
人
で
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
の

み
聴
講
を
希
望
す
る
人
）

受
講
日　

毎
月
1
回
（
原
則
第
4

水
曜
日
）
午
後
1
時
30
分
〜
午
後

4
時

定
員　

15
人
程
度

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
代
な
ど

は
実
費
負
担
）

申
込
期
間　

12
月
4
日
（
金
）
〜

2
月
5
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
先　

県
立
農
業

大
学
校
研
修
部
☎
0
9
6
（
2
4

8
）
6
6
0
0

九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン

ト
冬
の
節
電
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

　
「
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
」

節
電
で
ポ
イ
ン
ト
券
を
も
ら
お
う

　

12
月
〜
2
月
の
3
カ
月
分
の
検

針
票
を
提
出
し
た
人
全
員
に
5
0

0
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
券
を
差
し
上

げ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
券
は
道
の
駅

や
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
利

用
で
き
ま
す
。
昨
年
よ
り
節
電
で

き
た
人
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
の
上
乗

せ
に
加
え
、
九
州
各
県
の
特
産
品

が
抽
選
で
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
あ
り
。

募
集
期
間　

12
月
6
日
ま
で
（
事

前
の
参
加
申
込
み
が
必
要
で
す
）

取
組
期
間　

12
月
〜
2
月
分
の
検

針
票
を
提
出

申
込
方
法　

ウ
ェ
ブ
（http://

q-ecolife.com
/

）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
等
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
九
州
各
県
、
企
業
、
経
済
団
体

等
で
構
成
す
る
「
九
州
炭
素
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
推
進
協
議
会
」
が
主

体
と
な
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

　

ポ
イ
ン
ト
運
営
管
理
事
務
局

（
公
益
財
団
法
人
九
州
経
済
調
査

協
会
）
☎
0
9
2
（
7
2
1
）
4

9
0
5
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
9
2
（
7
2

1
）
4
9
0
4

地区 開催日 時　　間 会　　場
緑川 11月16日（月） 午後1時30分～午後3時 緑川公民館

花園 11月18日（水） 午前10時～午前11時30分 花園コミュニ
ティセンター

走潟 11月24日（火） 午後1時30分～午後3時 走潟公民館
轟 11月25日（水） 午後1時30分～午後3時 轟公民館

宇土 11月26日（木） 午後1時30分～午後3時 市民会館
大会議室

網津 11月30日（月） 午前10時～午前11時30分 網津公民館
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平成28年度児童（学童）クラブ入会募集

【児童（学童）クラブ一覧表】（現時点の予定です。変更の場合は対象者にお知らせします）

小学校 児童クラブ名 定員 連絡先 電話

宇土
宇土小学校学童クラブ 60 高柳町104番地1 ☎㉒3561
肥後学童クラブ 60 浦田町148番地2 ☎㉓5515

いちばんち学童クラブ 40 新町1丁目1番地 ☎㉒0050

宇土東
宇土東学童クラブ 30 松原町222番地3 ☎㉓3792
東っ子学童クラブ 50 築籠町46番地2 ☎㉒3303

花園
五色山学童クラブ 50 松山町1939番地2 ☎㉒2021（午前）☎㉒6154（午後）
はなぞの学童クラブ 30 松山町2604番地 ☎㉒0286
花っ子学童クラブ 48 古保里町977番地 ☎㉒0286（午前）☎㉓2580（午後）

走潟 走潟学童クラブ 30 走潟町806番地 ☎㉒0404
緑川 緑川学童クラブ 30 野鶴町305番地3 ☎㉒0321
網津 網津学童クラブ 40 網津町2082番地3 ☎㉔3332
網田 網田学童クラブ 30 下網田町1252番地1 ☎㉗0136

児童（学童）クラブとは　小学校の児童を対象として『子どもが学校から帰っても家には誰もいない』、『子どもが一人
でいるのは心配』などの悩みをお持ちの保護者にかわって、放課後にお子さんをお預かりするところです。
※土曜日・夏休みも開設します。
利用料　・年間一律月額6,000円です。※実費（教材費等）を徴収する場合があります。
　　　　・利用料の減免制度があります。
　≪減免措置を受ける上での主な留意点≫
　　①減免措置が受けられるのは、原則、市内に住所を有する人に限ります。
　　②多子世帯の基準は、児童（学童）クラブに同一世帯から2人以上のお子さんを入会させていることが条件となり

ます。
　　③教材費などは免除の対象にはなりません。
　≪減免措置が該当する世帯≫
　　①生活保護を受給している世帯（児童（学童）クラブに入会している（または入会する）お子さん全員全額免除）
　　②教育委員会の就学援助を受けている世帯（1人目・2人目はそれぞれ半額免除。3人目は全額免除）
　　③その他の世帯で2人以上が入会している世帯（2人目は半額免除。3人目以降は全額免除）
申込方法　子育て支援課か希望する児童（学童）クラブに申込書（家庭状況調査書）と添付書類（雇用証明書もしくは
就労証明書、求職活動状況申出書）を提出してください。提出書類は、子育て支援課・児童（学童）クラブにありま
す。　
※「入会申込書」にはお子さんの健康状態、配慮が必要な点などを詳しく記入してください。
※利用料の減免申請は、子育て支援課に問い合せください（前年度、減免適用となった人も、再申請が必要です）。
申込期間　12月1日（火）～28日（月）
　　　　　※土・日・祝日を除く。期限後の申込みは、待機となる場合がありますのでご注意ください。
注意事項
①今回申込みの決定期間は、平成28年4月～平成29年3月です。
②現在、児童（学童）クラブを利用している人も、再度申込みが必要です。
③利用希望者が定員を著しく超えた場合は、希望する人を全てお受けすることができません。提出書類をもとに市が書
類審査を実施し、入会を決定します。その際、電話での聞取りまたは面接を行うことがありますので、ご協力をお願い
します。
④第2希望の児童クラブに決定する場合もあります。また、決定後の児童クラブ変更は原則できませんのでご了承くだ
さい。
⑤開所時間や実費の料金等は、各児童クラブで異なりますので、各児童クラブへ問い合せください。
⑥児童クラブの利用は、年間を通しての利用をお願いしています。年度途中での理由なき脱会や児童クラブ変更は原則
できません。また、児童クラブに在籍している限り（脱会届が受理されない限り）、欠席しても利用料は負担いただき
ます。入会申込みの時は、仕事やお子さんの状況等、家族で良く話し合いをして申込みをお願いします。

問合せ先　子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813・2822）
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　　　延長保育は、市内全保育所で30分50円を徴収します。延長保育時間は各保育所で違いますので、下記市内認可保育
園一覧で確認ください。

　　　保育短時間認定を受ける場合の保育所開所時間は、午前9時～午後5時までとなります（夜間保育所は正午～午後8
時まで）。保育短時間認定の人でも、保育時間を延長することができますが、別途延長保育料がかかります。

◆市内各保育所の状況
　平成28年4月からの定員、開所時間、保育標準時間・短時間、延長保育時間等は、次のとおりです（現時点での予定で
すので変更になる場合があります）。

市内認可保育園一覧
保育園名 定員（人） 開所時間 保育標準時間 延長保育時間 保育短時間

轟保育園 70 7:00～19:00  7:30～18:30 7:00～7:30
18:30～19:00

9:00～17:00

緑川保育園 90 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00
網津保育園 90 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00
網田保育園 90 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00

すみれ保育園 70 7:00～19:00  7:30～18:30 7:00～7:30
18:30～19:00

ひかり保育園 130 7:00～19:00  7:30～18:30 7:00～7:30
18:30～19:00

走潟保育園 70 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00
はなぞの保育園 110 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00
宇土東保育園 100 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00
たんぽぽ保育園 110 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00

宇土エンゼル保育園 60 7:30～19:00  7:30～18:30 18:30～19:00
宇土ありあけ保育園 110 7:00～19:00  7:00～18:00 18:00～19:00
肥後っこ保育園（夜間） 40 7:00～22:00 11:00～22:00  7:00～11:00 12:00～20:00
※宇土ありあけ保育園は、1月から花園地区に移設し、定員は110人となります。
◆継続入所
　現在、保育所に入所しており、来年4月に同一保育所に継続して入所を希望する場合も、4月からの支給認定（保育の必
要性、保育の必要量の認定）を確認する必要があります。手続きについては、現在通園中の園を通じお知らせします。
◆広域入所
　現在、市外の保育所、認定こども園（保育所部分）、地域型保育施設（小規模保育、家庭的保育）など利用している場
合や今後利用の希望がある場合も、同様の手続きが必要となります。
◆保育料
　入所児童の父母の市民税額（4月～8月分は前年度税額、9月～翌年3月は当該年度税額）の合算額で算定します。また、
父母の収入によっては、同居祖父母の市民税額で算定する場合があります。詳細はお尋ねください。
◆幼稚園等の利用希望
　幼稚園、認定こども園（幼稚園部分）の利用を希望する場合は、次の手続きが必要となります。手続きは次の手順が基
本となりますが、各園によって異なる場合もありますので、幼稚園等に問い合せください。

手順 内　　　容
1 幼稚園等に直接利用申込み（願書提出等）を行います。
2 幼稚園等から入園の内定を受けます。
3 幼稚園等を通じて利用のための認定を申請します。
4 幼稚園等を通じて市から認定証が交付されます（1号認定）。
5 幼稚園等へ入園します。

認定区分 内容 利用先
1号
認定

教育標準
時間認定 お子さんが満3歳以上で、教育を希望する場合 幼稚園

認定こども園

問合せ先　子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813・2822）
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平成28年度保育所　入所児童を募集します

申請書配布・受付期間　12月1日（火）～12月28日（月）午前8時30分～午後5時15分　※土日祝日除く。
配布場所　子育て支援課、各保育園
受付場所　子育て支援課
◆受付時提出書類
①支給認定申請書兼入所申込書
②保育の必要性を証明する書類（雇用証明書、就労証明書など）
③平成27年度所得課税証明書（平成27年1月1日時点で、住民票が市外にあった人）
◆保育所申込手順

手順 内　　　容
1 市に「保育の必要性」の認定を申請します。
2 市から認定証を交付します（2号認定・3号認定）。
3 保育所等の利用希望の申込みをします（希望する施設名などを記載）。
4 申請者の希望、保育所等の状況などにより、市が利用調整をします。
5 利用先の決定後、入所となります。

手順1・3は、支給認定申請書兼入所申込書で同時に行ってください。
◆利用希望の申込み・決定
　保育の必要性や保育必要量の認定を行い、申請者の希望、保育所の状況などにより、市保育所入所選考基準要綱に沿っ
て市が利用調整を行い、入所の決定を行います。入所決定通知書は2月下旬に送付します。
◆支給認定
　保育所入所申込みの時に、保育の必要性や保育必要量について、認定を受ける必要があります。
　○保育の必要性の認定

　　

認定区分 内容 利用先
2号
認定

満3歳以上・
保育認定

お子さんが満3歳以上で、「保育の必要な事由」に該当し、保育所等での保育
を希望する場合

保育所
認定こども園

3号
認定

満3歳未満・
保育認定

お子さんが満3歳未満で、「保育の必要な事由」に該当し、保育所等での保育
を希望する場合

保育所
認定こども園
地域型保育

　保育の必要性の認定は、次の保育の必要な事由に該当することが必要です。
　・保護者が労働をしている場合（月48時間以上の就労）・保護者が妊娠中または出産後間がない場合（産前・産後2カ月）・
保護者に疾病、障がいがある場合・家庭に病人等がいて常時介護、看護が必要である場合・保護者が災害の復旧にあ
たっている場合・求職活動（起業準備等を含む）を継続的に行っている場合・保護者が就学（職業訓練等含む）をして
いる場合・虐待やＤＶのおそれがある場合・育児休業取得中に既に保育を利用している子どもの継続利用が必要な場合

　○保育の必要量の認定
　　保育の必要な事由が就労の場合

　　
1カ月の就労時間が120時間以上 原則として「保育標準時間認定」

（フルタイム就労を想定とした11時間の利用に対応したもの）

1カ月の就労時間が120時間未満 原則として「保育短時間認定」
(パートタイム就労を想定とした8時間の利用に対応したもの）

　　※就労以外の事由についても、保育標準時間・短時間の認定を行いますが、「妊娠・出産」「災害復旧」「虐待やＤＶ
のおそれがあること」の事由については、保育標準時間とします。

　　　　これらの内容に基づき認定を行い、認定された人には支給認定証を交付します（新年度4月入所の場合は認定事
務が集中し、審査に時間を要することが予想されるため、3月末の送付を予定しています）。

　≪保育標準時間認定・保育短時間認定における利用時間のイメージ≫　
　　・開所時間　午前7時～午後7時まで
　　・標準時間認定を受ける場合の利用時間の設定が午前7時～午後6時までの場合
　　　　7：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      18：00　　　　    19：00
　　　　 ▲ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

▲

▲ 　 　 　 　 　   

▲

　　　　　　　　　　　　　保育標準時間　　　　　　　　　　　　　 　延長保育

　　　　7：00　　　   9：00　　　　　　　　　　　　    17：00　　　　　　　　    19：00
　　　　

▲

▲

▲

▲ ▲ 　 　 　 　 　 　

▲

　　　　　　延長保育　　　　　　 保育短時間 　　　　　　　　    延長保育
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相
　
談

県
の
就
業
相
談
室

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
宇
城
ブ

ラ
ン
チ

　

就
職
に
関
す
る
相
談
・
職
業
紹

介
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容　

ど
ん
な
仕
事
に
向
い

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
就
職

活
動
に
踏
み
出
せ
な
い
・
応
募
書

類
の
作
成
な
ど

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
※
予
約
制

問
合
せ
先　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
宇

城
ブ
ラ
ン
チ
（
宇
城
地
域
振
興
局

1
階
）
☎
32
1
5
2
9

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
本
人
の

希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
生
活

と
社
会
参
加
の
た
め
に
も
、
積
極

的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
適
す
る
求
人
の
申
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
知
識
・
経
験
を
活
か
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

宇
城
地
域
振
興
局
総
務
福

祉
課
（
宇
城
保
健
所
2
階
）
内

問
合
せ
先　

県
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
☎
33
4
6
6
7

無
料
合
同
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
！

　

熊
本
県
専
門
士
業
団
体
連
絡
協

議
会
、
熊
本
の
8
士
業
（
弁
護

士
・
司
法
書
士
・
税
理
士
・
行
政

書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
土
地

家
屋
調
査
士
・
不
動
産
鑑
定
士
・

公
認
会
計
士
）
の
無
料
合
同
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　

仕
事
や
日
常
生
活
で
の
あ
ら
ゆ

る
問
題
・
不
安
に
「
現
役
の
8
士

業
の
専
門
家
」
が
無
料
で
お
答
え

し
ま
す
。
年
1
回
の
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
10
階
会
議
室
6

※
当
日
は
電
話
相
談
（
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
30
分
）
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
☎
0
9
6（
3
1
2
）

3
2
5
0

問
合
せ
先　

県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
0
9
6
（
3
2
5
）
0
9
1
3

精
神
保
健
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す

　

う
つ
病
等
こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病

気
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
宇
城
保
健
所
で
は
、

精
神
科
医
に
よ
る
専
門
相
談
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
本
人
に
限
ら
ず
、

家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）。

日
時　

第
3
水
曜
日
午
後
2
時
30

分
〜
午
後
4
時
※
予
約
制

場
所　

宇
城
保
健
所
1
階
相
談
室

※
料
金
無
料
。
保
健
師
に
よ
る
相

談
は
、
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

宇
城
保
健

所
保
健
予
防
課
☎
32
1
2
0
7

ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の

人
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
　

県
内
（
熊
本
市
を
除
く
）
に
お

住
ま
い
の
、
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
18
歳
以
上
の
本
人
や
家
族
の

た
め
に
「
電
話
相
談
・
来
所
相

談
」「
ご
本
人
の
集
い
」「
ひ
き
こ

も
り
家
族
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◆
電
話
相
談　

ひ
き
こ
も
り
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

専
用
電
話
☎
0
9
6
（
3
8
6
）

1
1
7
7

受
付
時
間　

月
・
火
・
木
曜
日
の　

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜

午
後
3
時

◆
来
所
相
談　

ひ
き
こ
も
り
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
臨
床
心
理

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
制

に
な
り
ま
す
の
で
、
電
話
で
申
込

み
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

◆
本
人
の
集
い
ゆ
る
っ
と
ス
ペ
ー

ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ　

同
じ
経
験
を
持
つ

仲
間
と
活
動
を
通
し
た
交
流
や
、

ゆ
っ
く
り
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
過

ご
す
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。「
自

宅
以
外
で
過
ご
す
場
所
が
欲
し

い
」「
い
ろ
ん
な
活
動
を
体
験
し

て
み
た
い
」「（
不
安
は
あ
る
が
）

他
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
み
た
い
」
そ
ん
な
思
い

を
お
持
ち
の
人
、
ま
ず
は
見
学
か

ら
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
午
後
1
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
2
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容　

①
所
内
活
動
：
U
N
O
、

ト
ラ
ン
プ
、
ダ
ー
ツ
、
卓
球
な
ど

の
各
種
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
ゆ
っ

た
り
と
思
い
思
い
に
過
ご
し
ま
す
。

②
グ
ル
ー
プ
活
動
：
お
し
ゃ
べ
り

会
、
花
壇
・
野
菜
作
り
、
料
理
・

お
や
つ
づ
く
り
な
ど

③
所
外
活
動
：
散
策
、
カ
フ
ェ
、

初
詣
、
ス
ポ
ー
ツ
、
施
設
見
学
な

ど
時
々
出
か
け
ま
す
。

　

毎
月
の
活
動
内
容
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
見
学

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

事
前
に
個
別
面
接
で
、
お
話
を
伺

い
ま
す
。
希
望
者
は
、
ま
ず
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。

◆
家
族
セ
ミ
ナ
ー　

家
族
が
、
ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
学
習
を
し
た
り
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

本
人
の
参
加
も
可
能
で
す
。

期
日　

12
月
16
日
（
水
）「
ご
家

族
の
話
」
を
聞
い
て
み
よ
う
、
2

月
17
日
（
水
）「
ご
本
人
の
体
験

談
」
を
聞
い
て
み
よ
う

場
所　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

※
初
め
て
の
人
は
、
個
別
面
接
後

に
案
内
し
ま
す
。
事
前
に
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

熊
本
県
ひ

き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

0
9
6
（
3
8
6
）
1
1
7
7
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宇
土
市
地
域
職
業
相
談
室

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

専
門
相
談
員
2
人
が
職
業
相
談

や
職
業
紹
介
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
端
末
で
の
求
人
検
索
も

で
き
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城
が
発
行
す

る
求
人
情
報
誌
な
ど
の
雇
用
情
報

や
職
業
に
関
す
る
制
度
の
案
内
・

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
案
内
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
、
職
業
訓
練
の
手
続

き
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
（
相
談
の
み
は
可
）。

場
所　

市
役
所
別
館
2
階

時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ
先　

地
域
職
業
相
談
室
☎

㉖
1
0
0
3

11
月
は
過
重
労
働
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す

　

あ
な
た
の
会
社
に
、
毎
晩
遅
く

ま
で
働
い
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
？
健
康
な
か
ら
だ
、
適
切
な
労

働
時
間
、
健
全
な
労
働
環
境
。
こ

の
機
会
に
、
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

問
合
せ
先　

労
働
条
件
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
☎
0
1
2
0（
8
1
1
）

6
1
0

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

時
間
額　

6
9
4
円

　
　
　
　
（
10
月
17
日
〜
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

熊
本
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
☎
0
9
6（
3
5
5
）

3
2
0
2

最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ

プ
無
料
相
談

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応

し
た
賃
金
の
引
き
上
げ
に
取
り
組

む
中
小
企
業
の
支
援
と
し
て
、
経

営
面
と
労
働
面
の
相
談
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
無
料
相
談

窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

県
最
低
賃
金
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
県
社
会
保
険

労
務
士
会
内
）
☎
0
9
6
（
3
2

4
）
1
1
2
4

　10月からマイナンバーが通知されることに関連し
て「口座番号を教えてほしい」「個人情報を調査す
る」などといった不審な電話等に関する相談が全国
の消費生活センターに寄せられています。マイナン
バー制度に便乗した不審な電話はすぐに切り、来訪
があっても断ってください。
●マイナンバーの通知や利用、個人カードの交付な
どの手続きで、国の関係省庁や地方自治体などが、
口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の情報、
家族構成や年金・保険の情報などを聞いたり、お
金やキャッシュカードを要求したりすることは一
切ありません。
　ATMの操作をお願いすることも一切ありません。
　こうした内容の電話や手紙、訪問には応じないで
ください。
●「なりすまし」の郵便物にご注意ください！
　マイナンバーは簡易郵便で各世帯に郵送されます。
配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報
を聞いたりすることはありません。
　個人番号カードの交付申請書に口座番号などを記
載することはありません。
●少しでも不安を感じたら、すぐに消費生活セン
ターや警察等に相談してください。
問合せ先　市消費生活センター☎㉒1111（内線2323）

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や
個人情報の取得にご注意ください！

消費生活センターだより無料相談秘密は厳守します
身 近 な 行 政 相 談

日時　11月25日（水）・12月9日（水）
　　　午前10時～午後3時
場所　福祉センター2階役員室
相談員　行政相談委員
相談内容　国の行政機関等に対する意見、苦情など
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
 

人 権 相 談
日時　11月19日（木）午後1時～午後4時
場所　福祉センター2階会議室
相談員　人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題など
　　　　　※上記以外にも月～金曜日（祝日を除く）、

法務局職員が相談に応じています。
問合せ先　法務局宇土支局☎㉒0320
　　　　　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
 

司法書士無料相談
日時　11月26日（木）午後1時～午後4時
　　　（受付時間は午後3時30分まで）
　　　※電話相談はできません。
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
その他　午後1時から30分単位での電話予約となります。
　　　　受付順6人までとします。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2326）
 

市消費生活センター
日時　月・火・水・金曜日（祝日の場合は休み）
　　　午前10時～午後4時
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
相談方法　来庁、または電話相談も可。
問合せ先　消費生活センター☎㉒1111（内線2323）
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市民のひろば
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
く
れ
ぱ
す
」会
員
募
集
！

　

私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
市
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
（
駅
伝
や
サ
ッ

カ
ー
大
会
な
ど
）
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
現
在
の
会
員

数
は
10
人
程
度
で
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
裏
方

に
興
味
あ
る
人
、
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
入
会
す
る
場
合
は
、

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
代
と
し
て

8
0
0
円
（
年
）
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

藤
本
勲
☎
0
9
0

（
9
5
8
3
）
4
7
4
6

子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　

in
御
所
浦

　

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
で
は
、

9
月
5
・
6
日
に
御
所
浦
島
で
、

中
生
代
白
亜
紀
の
貝
化
石
採
集
体

験
や
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
見
学
、

魚
釣
り
体
験
、
魚
さ
ば
き
体
験
や

県
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
い
っ

し
ょ
に
夜
の
つ
ど
い
を
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
17
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

互
い
に
友
情
を
深
め
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

聴
い
て
よ
く
分
か
る
ク
ラ

シ
ッ
ク

秋
川
雅
史 

コ
ン
サ
ー
ト

◆
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
を
歌
う

テ
ノ
ー
ル
の
貴
公
子
・
秋
川
雅
史

が
宇
土
に
や
っ
て
き
ま
す
！

　

そ
も
そ
も
音
楽
っ
て
ど
う
や
っ

て
生
ま
れ
た
の
？
絶
対
音
感
っ
て

何
？
音
痴
っ
て
ど
う
し
て
な
る

の
？
上
手
く
な
る
方
法
は
あ
る

の
？
リ
ズ
ム
感
っ
て
何
？

　

ヒ
ッ
ト
曲
を
分
析
す
る
と
、
あ

る
ひ
と
つ
の
法
則
が
あ
っ
た
。

4
0
0
年
に
わ
た
る
音
楽
の
歴
史

を
分
か
り
や
す
く
解
説
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
ち
ょ
っ
と
誰
か
に

自
慢
し
た
く
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
誰
も
が
納
得
す
る
音
楽
の
仕

組
を
紹
介
し
ま
す
！

予
定
曲
目　

カ
ロ
・
ミ
オ
・
ベ
ン

（
イ
タ
リ
ア
古
典
歌
曲
）、
最
後
の

歌
（
ト
ス
テ
ィ
）、
カ
タ
リ
・
カ

タ
リ
（
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
）、
千
の

風
に
な
っ
て
（
新
井
満
）
ほ
か

日
時　

1
月
24
日
（
日
）
午
後
1

時
30
分
開
場
、
午
後
2
時
開
演

場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金　

全
席
指
定 

一
般
5
千
円
、

高
校
生
以
下
4
千
円

※
当
日
5
0
0
円
U
P

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

市
民
会
館
・
市

役
所
売
店
・
カ
メ
ヤ
本
店
・
宇
土

シ
テ
ィ
モ
ー
ル
・
宇
土
マ
リ
ー

ナ
・
熊
日
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ほ
か

問
合
せ
先　

市
民
会
館
☎
㉒
0
1

8
8

第
4
回
宇
土
市
民
吹
奏
楽
団
定

期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

宇
土
市
民
吹
奏
楽
団
は
、
市
内

を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
い
、
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
日

々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
お
時

間
が
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
聞
き
に

来
て
く
だ
さ
い
！
入
場
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
22
日
（
日
）　

開
場

午
後
1
時
30
分
、
開
演
午
後
2
時

場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
目　

ザ
ン
パ
序
曲
・
情
熱
大
陸

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
希
空
・
い
い
日

旅
立
ち
・
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
！
・
名
探
偵

コ
ナ
ン
の
テ
ー
マ　

な
ど

賛
助
出
演　

合
唱
団
「
カ
リ
ョ
ー

ビ
ン
ガ
」

問
合
せ
先　

水
町
☎
0
9
0
（
1

9
7
0
）
0
8
5
4

楽しかった子ども会キャンプ

　

11
月
5
日
、
住
吉
漁
業
協
同
組
合
が
整
備
す
る
、
加
工
場
・
直
売
所

「
海
苔
子
の
台
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

   

加
工
場
で
は
、
地
元
特
産
の
「
海
苔
」
を
原
料
に
し
た
佃
煮
を
製
造
し
、

加
工
場
の
隣
の
直
売
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

   

直
売
所
で
は
、
海
苔
の
佃
煮
の
他
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
海
苔
を
は
じ

め
、
地
元
で
獲
れ
た
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
同
漁
協
の
女
性
部
が
作
っ
た
海
苔
の
佃
煮
「
海
苔
子
の
一
品
」

は
、
海
苔
の
産
地
の
漁
師
の
家
庭
で
昔
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
た
佃
煮
で
、

昆
布
の
よ
う
な
食
感
と
磯
の
香
が
す
る
お
薦
め
の
一
品
で
す
。

　

住
吉
地
区
で
生
産
さ
れ
た
、
と
び
き
り
新
鮮
な
水
産
物
を
用
意
し
、
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

加
工
場
・
直
売
所
は
、
住
吉
漁
業
協
同
組
合
海
苔
種
苗
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
お
り
、
国
道
57
号
を
天
草
方
面
に
向
か
い
、
住
吉
神
社
を
過
ぎ
る

と
右
手
に
住
吉
漁
業
協
同
組
合
海
苔
種
苗
セ
ン
タ
ー
が
見
え
て
き
ま
す
。

国
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
幟
を
目
印
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間　

毎
週
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

問
合
せ
先　

住
吉
漁
業
協
同
組
合
☎
㉔
3
2
0
5

「
海の

苔り

子こ

の
台
所
」
オ
ー
プ
ン
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市民のひろば
船
場
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

〜
協
力
の
お
願
い
〜

　

船
場
川
十
年
後
委
員
会
で
は
、

毎
年
船
場
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
7

時
〜

集
合
場
所　

船
場
橋（
め
が
ね
橋
）

清
掃
箇
所　

船
場
橋
か
ら
市
民
体

育
館
ま
で
の
船
場
橋
周
辺

※
ご
み
袋
は
用
意
し
ま
す
。
道
具

は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

船
場
川
十
年
後
委
員

会
事
務
局
（
熊
本
県
青
年
塾
内
）

☎
㉓
3
2
9
0

映
画
看
板
絵
師

田
上
賢
二
追
悼
展

　

1
9
4
9
年
か
ら
県
内
で
映
画

看
板
絵
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
田

上
賢
二
さ
ん
。
田
上
さ
ん
の
作
品

に
は
、
映
画
へ
の
愛
が
溢
れ
、
き

め
細
や
か
な
優
し
い
作
風
が
特
徴

で
す
。
9
月
〜
12
月
に
県
内
各
地

で
巡
回
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
会
場
に
5
〜
10
枚
ず
つ
展
示
し

ま
す
。
宇
土
市
で
も
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

①
11
月
24
日
（
火
）

〜
12
月
2
日
（
水
）・
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
②
11
月
27
日
（
金
）

〜
12
月
7
日
（
月
）・
あ
じ
さ
い

の
湯
、
③
12
月
3
日
（
木
）
〜
11

日
（
金
）・
西
部
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

※
入
場
無
料
。

問
合
せ
先　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
1
0
0
8

不
知
火
諾
右
衛
門
の
墓
前

で
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
！

　

10
月
18
日
、
不
知
火
諾
右
衛
門

の
墓
前
で
、
轟
地
区
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
主
催
の
第
36
回
不
知

火
杯
少
年
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
、
西
岡
神

宮
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
栗
崎
区
の
皆
さ
ん
が
き
れ

い
に
整
備
を
し
た
不
知
火
諾
右
衛

門
の
墓
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
約
30
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
、
偉
大
な
相
撲
力
士
で
あ
る

不
知
火

諾
右
衛

門
を
目

標
に
頑

張
り
ま

し
た
。

▽
網　

津　

町　

松
田　

浩
子

　

亡　

夫　
　
　

力 （
五
○
）

▽
戸　

口　

町　

北
吉　

康
幸

　

亡　

妻　

テ
ル
子 （
八
八
）

▽
新
松
原
町　

一　
　

憲
治

　

亡　

母　

ミ
チ
エ （
九
一
）

▽
花　

園　

町　

中
川　

　

親

　

亡　

母　

カ
ズ
子 （
八
四
）

▽
神　

馬　

町　

佐
方　

哲
哉

　

亡　

母　

ユ
キ
エ （
九
八
）

▽
神　

馬　

町　

田
上　

正
夫

　

亡　

妻　

カ
ツ
ヨ （
八
八
）

▽
下
網
田
町　

坂
本　

幸
代

　

亡　

夫　

一　

男 （
八
二
）

▽
古
保
里
町　

伊
藤　

義
弘

　

亡　

父　

芳　

雄 （
八
九
）

▽
網　

津　

町　

梅
﨑　

和
子

　

亡　

夫　

一　

光 （
八
五
）

▽
長　

浜　

町　

舟
田　

武
弘

　

亡　

妻　

昌　

代 （
五
三
）

▽
住　

吉　

町　

岩
本
ミ
エ
子

　

亡
長
男　

良　

一 （
五
七
）

▽
神　

合　

町　

坂
田　

久
満

　

亡　

妻　

一　

美 （
五
九
）

▽
網　

津　

町　

平
尾　

一
德

　

亡　

母　

む
つ
子 （
六
七
）

▽
網　

引　

町　

野
口
キ
ミ
エ

　

亡　

夫　

寅　

明 （
八
九
）

▽
長　

浜　

町　

草
津　

政
次

　

亡　

母　

政　

子 （
八
七
）

▽
岩
古
曽
町　

山
下　

君
江

　

亡　

夫　

増　

雄 （
八
八
）

▽
入　

地　

町　

西
野　

道
子

　

亡　

夫　

壽　

人 （
七
七
）

▽
新
町
一
丁
目　

天
野　

史
麻

　

亡　

夫　

英　

俊 （
八
二
）

▽
岩
古
曽
町　

内
藤　

拓
也

　

亡　

父　

俊　

雄 （
八
七
）

▽
熊
本
市
東
区　

大
堂　

洋
美

　

亡
叔
母　

益
田
邦
子（
八
三
）

▽
松　

山　

町　

林
田
恵
美
子

　

亡　

夫　

武　

敏 （
七
一
）

　

市
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、
確

定
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所
得
税

法
（
第
78
条
）
や
地
方
税
法
（
第

37
条
）
の
「
寄
附
金
控
除
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
10

月
15
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
。

香

典

返

し

　

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し

と
し
て
、
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
敬
省
略
）

優勝目指して頑張りました

宇土高校は今
シリーズ 120

宇土高校は

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX ㉒4753
ＨＰ　http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail　uto-h@pref.kumamoto.lg.jp

◆2年中川さん　英語スピーチコンテスト優勝
　9月19日、第28回熊本県高等学
校英語スピーチコンテストが行わ
れました。中川さんが見事優勝し、
11月7日九州大会（長崎県）に県
代表として出場しました。
　中川さんは、「私は今回、中学
生の頃から憧れていた英語スピー
チに挑戦しました。『Now I know 
why I was born』をテーマに自分
の心の葛藤や家族への想いなどが、どうやったら伝わるかを
とても考えてスピーチを作成しました。しかし、決して自分
だけで作れたわけではありません。完成するまでに多くの先
生、友だち、家族に手伝ってもらい、たくさんの助けのおか
げで完成し、熊本大会で優勝することができました」と話し
ました。

～中川さんのスピーチの抜粋～
　What will you do if there is a person right in front of 
you who is visually impaired and can’t pick up what he 
has dropped? What will you do if there is a person right 
in front of you who is hearing impaired and can’t here 
someone blowing his car horn? What will you do if 
there is a person right in front of you who has 
disabilities to move his hands and legs and can’t go 
over a small step? Can you help them without 
hesitation?
　もし、あなたの目の前に目が見えなくて落ちたものが取
ることができない人がいたらどうしますか？もし、あなた
の目の前に耳が聞こえなくて車のカーホーンが聞こえてな
く危ない人がいたらどうしますか？もし、あなたの目の前
に体が不自由で手足がうまく動かず小さな段差も越えるこ
とができない人がいたらどうしますか？あなたはためらい
なく手助けをすることができますか？ 
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市民のひろば
第
6
回
宇
土
ジ
ャ
ズ
ミ
ー

ト
　

世
界
的
音
楽
家
・
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
佐
藤
允
彦
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
開
催
し
て
い
る
「
宇
土
ジ
ャ

ズ
ミ
ー
ト
」。
佐
藤
さ
ん
た
ち
の

演
奏
だ
け
で
な
く
、
九
州
一
円
の

ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集
い
、

佐
藤
さ
ん
た
ち
と
共
演
し
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
喜
び
を
分
か
ち
、

感
動
す
る
。
そ
れ
が
「
宇
土
ジ
ャ

ズ
」
で
す
。
宇
土
が
ジ
ャ
ズ
に
染

ま
る
2
日
間
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
前
夜
祭
】

日
時　

11
月
28
日
（
土
）
午
後
6

時
開
場
、
午
後
6
時
30
分
開
演

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

入
場
料　

1
0
0
0
円

【
ウ
ェ
ル
カ
ム
ラ
イ
ブ
】

日
時　

11
月
29
日（
日
）午
後
3
時

場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

※
入
場
無
料

【
コ
ン
サ
ー
ト
】

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
後
6

時
開
場
、
午
後
6
時
30
分
開
演

場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
：
一
般
3
0
0

0
円
、
高
校
生
以
下
1
0
0
0
円

（
当
日
各
5
0
0
円
増
）

問
合
せ
先　

宇
土
ジ
ャ
ズ
実
行
委

員
会
☎
㉒
2
2
9
0

宇
城
地
区
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た

　

9
月
18
日
、
宇
城
地
区
更
生
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
研
修
会
が

宇
城
地
域
振
興
局
で
行
わ
れ
、
24

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
や
関

係
機
関
と
連
携
し
た
保
護
観
察
対

象
者
の
社
会
復
帰
支
援
や
犯
罪
の

予
防
に
関
す
る
各
種
団
体
へ
の
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
同
セ
ン

タ
ー
。
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
犯
罪
予
防
の
情
報
発
信
の

一
環
と
し
て
、
宇
城
地
区
で
多
発

し
て
い
る
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

社
会
奉
仕
活
動

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

普
及
啓
発
促
進
月
間
（
10
月
1
日

〜
31
日
）
の
10
月
17
日
、
宇
土
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

な
ど
約
80
人
が
清
掃
奉
仕
を
行
い

ま
し
た
。
同
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

市
役
所
か
ら
肥
後
銀
行
宇
土
支
店

ま
で
の
歩
道
な
ど
の
草
取
り
や
ご

み
拾
い
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

20
年
ぶ
り
の
神
輿
復
活
!!

　

10
月
19
日
に
行
わ
れ
た
網
田
神

社
の
例
大
祭
で
、
子
ど
も
神
輿
が

20
年
振
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
網

田
神
社
を
出
発
し
、
郵
便
局
・
西

原
・
中
登
・
東
・
引
の
花
な
ど
を

回
り
神
社
に
戻
り
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
神
輿
を
担

い
だ
り
、
旗
を
振
っ
た
り
、
笛
を

鳴
ら
し
た
り
し
て
楽
し
み
、
沿
道

か
ら
は
、「
今
年
は
久
し
ぶ
り
に

見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
総
勢
1
0
0
人
の
笑

顔
が
溢
れ
る
1
日
で
し
た
。

立
岡
自
然
公
園

コ
ス
モ
ス
が
１
万
本
‼

　

桜
の
名
所
と
し
て
有
名
な
立
岡

自
然
公
園
。
新
た
に
秋
の
桜
「
コ

ス
モ
ス
」
の
名
所
に
し
よ
う
と
、

市
民
活
動
団
体
の
花
園
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
ク
ラ
ブ
が
コ
ス
モ
ス
約

1
万
本
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
桜
の
季
節
の
あ
と
6
月
頃
に

は
花
シ
ョ
ウ
ブ
を
楽
し
め
ま
す
の

で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

防
犯
栄
誉
者
表
彰

　

宇
城
警
察
少
年
補
導
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
長
の
林
田
伸
一
さ
ん
（
網
津

町
）
が
防
犯
栄
誉
銀
章
を
、
宇
土

市
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
山

下
八
郎
さ
ん
（
岩
古
曽
町
）
が
防

犯
栄
誉
銅
章
を
受
章
し
、
10
月
22

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
元
松
茂
樹

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
安
全
活
動
に

尽
力
し
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
に
貢
献
し
た
人
を
、
警
察
庁
と

全
国
防
犯
協
力
連
合
会
が
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
は
、
10
月
9
日
の
全
国

地
域
安
全
運
動
出
発
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

きれいになりました

神輿を担ぐ子どもたち

研修会の様子

コスモスが満開の立岡自然公園

輝
い
て
る
ね

おめでとうございます
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市民のひろば
法
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

　

10
月
14
日
、
法
務
大
臣
感
謝
状

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
人
権
擁
護
委

員
を
退
職
さ
れ
た
尾
崎
牧
子
さ
ん

に
熊
本
地
方
法
務
局
宇
土
支
局
の

中
村
健
二
支
局
長
か
ら
法
務
大
臣

の
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

尾
崎
さ
ん
は
、
9
年
間
に
わ
た

り
人
権
の
啓
発
と
思
想
の
普
及
高

揚
に
貢
献
さ
れ
、
数
多
く
の
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
功
績
を
称
え
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
元
松
茂
樹
市
長
は
「
9

年
間
も
地
域
の
た
め
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
、
尾
崎
さ
ん
は
「
宇
土

市
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
の
で

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
力
に
な
れ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
受

賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

こ
の
た
び
、
三
浦
壽
美
子
さ
ん

（
築
籠
町
）
が
平
成
27
年
度
行
政

相
談
委
員
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
年
行
政

相
談
委
員
と
し
て
、
業
績
が
特
に

顕
著
で
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

10
月
9
日
に
元
松
茂
樹
市
長
に

受
賞
を
報
告
。
元
松
市
長
が
「
長

年
に
わ
た
り
、
住
民
に
1
番
近
い

行
政
相
談
委
員
と
し
て
相
談
を
受

け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
る
と
、
三
浦
さ
ん
は

「
退
職
し
て
行
政
相
談
委
員
を
受

け
て
、
こ
れ
以
上
な
い
賞
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
受

賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
優
良
団
体　

表
彰
受
賞

　

宇
土
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
野
口

修
一
会
長
）
が
、「
平
成
27
年
度

文
部
科
学
省
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良

団
体
」
に
決
定
し
、
10
月
9
日
に

中
央
合
同
庁
舎
（
東
京
都
）
で
表

彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宇
土
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、
創

立
以
来
44
年
に
わ
た
り
、
主
に
小

中
高
の
大
会
を
行
い
、
児
童
・
生

徒
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
社
会
人
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
の
大
会
や
練
習
会

な
ど
の
開
催
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。
平
成
11
年
に
は
熊
本
県
体
育

協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰
、

平
成
21
年
に
は
熊
本
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
熊
本
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優

良
団
体
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
西
日
本

大
会
に

　

9
月
6
日
、
熊
本
県
小
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
が
開
催

さ
れ
、
男
子
の
部
で
宇
土
ジ
ュ
ニ

ア
の
舛
田
俊
輔
・
園
田
翔
太
ペ
ア

が
3
位
、
上
村
優
貴
・
上
村
和
生

ペ
ア
が
4
位
、
女
子
の
部
で
坂
中

彩
乃
・
竹
下
真
央
ペ
ア
が
4
位
に

入
り
、
西
日
本
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
10
月
7
日
に
西

日
本
大
会
へ
の
出
場
を
元
松
茂
樹

市
長
に
報
告
。
元
松
市
長
が
「
暑

く
な
る
と
思
う
の
で
、
万
全
の
体

調
で
、
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し

て
、
の
び
の
び
と
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
す
る
と
、「
個
人

で
も
団
体
で
も
ベ
ス
ト
4
を
目
指

し
て
、
良
い
結
果
を
と
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
選
手
は
力
強

く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

西
日
本
大
会
は
10
月
10
日
・
11

日
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

陸
上
競
技
で
全
国
大
会
に

　

8
月
29
・
30
日
、
県
民
総
合
運

動
公
園
で
第
46
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

熊
本
県
予
選
が
開
催
さ
れ
、
中
学

2
年
女
子
1
0
0
ｍ
で
加
藤
晴
名

さ
ん
（
鶴
城
中
）
が
優
勝
し
、
全

国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
10
月
14
日
に
元
松
茂
樹
市
長

を
訪
れ
、
全
国
大
会
出
場
を
報
告

し
ま
し
た
。
元
松
市
長
は
「
自
己

記
録
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、
緊
張

せ
ず
駆
け
抜
け
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
す
る
と
、
加
藤
さ
ん

が
「
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は
10
月
23
日

〜
25
日
に
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
神

奈
川
県
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

頑張ってください

伝達式の様子

三浦壽美子さん

おめでとうございます

加藤晴名さん
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HEALTH

日時　毎週水曜日午後4時～・土曜日午後2時～
場所　市立図書館　1階児童図書室

日時　毎月第2・第4火曜日　午前10時30分～（約20分）
場所　市立図書館　1階児童図書室

　秋といえば、食欲、スポーツ、そして読書の秋です。市立
図書館では、新刊コーナー、新聞・雑誌コーナー等の他に、
季節にあわせたテーマの図書コーナーを設けて、毎月本を紹
介しています。視聴覚コーナーもあり館内のＤＶＤ・ビデオ・
ＣＤを視聴することもできます。また、裏庭のテラスは、休
憩・食事・そして仲間同士の語らいの場として利用されてい
ます。市立図書館でゆったりとした秋を過ごしてみませんか？

　今年最後のおはなし会は、けんぐんつつじ文庫代表　二
ふ た

神
が み

陽
よ う

子
こ

さんによるパネルシアター、クリスマスのおはなしや歌
などです。子どもたちも大人の皆さんも、寒い冬の一日を心
あたたまるお話で楽しく過ごしませんか？来館をお待ちして
います。
日時　12月12日（土）午前10時30分～（約60分）
場所　市立図書館　1階郷土資料室

　今年度、秋から椿原町の宇土アグリパークに市立図書館の
本を置いています。本棚には実用書、文学小説や絵本など約
250冊の本が並んでいます。

図書館 これ以外にもたくさんの新刊が入っています。
図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

休 館 日　毎週木曜日、祝日、年末年始、特別整理期間
問合せ先　市立図書館☎㉒4512　ホームページ http://www.uto-lib.jp/

秋。読書でゆったり…心に栄養を！～図書館を覗いてみませんか～

らっこのじかん　－0・１・2歳児のおはなし会－

えほんのじかん　－幼児・小学生のおはなし会－一　般　書

終わった人 内館　牧子 著

犬の掟 佐々木　譲 著

プラージュ 誉田　哲也 著

安保法制の何が問題か 長谷部　恭男 編

農家の手づくり野良着 農山漁村文化協会 編

児　童　書

さかなだってねむるんです 伊藤　勝敏 写真

アカシア書店営業中！ 濱野　京子 作

エドワードとうま オーレ・エクセル 絵

くつやのドラテフカ ワンダ・オルリンスカ 絵

ぼくたちに翼があったころ タミ・シェム＝トヴ 作

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）
2階一般室に設けています

小説の書きかた 須藤　靖貴 著

翼を持つ少女 山本　弘 著

ここはボツコニアン　5 宮部　みゆき 著

中高生のための科学自由研究ガイド ターニャ・Ｍ．ヴィッカーズ 著

冬のおはなし会

宇土アグリパークに市立図書館の本を置いています！

11月のつどいの広場は、

“歌ってあそぼう　～はじめてのリトミック～”です。
　気軽に参加してください。
✿日　時　11月24日（火）午前10時15分開場
　　　　　　　　　　　　午前10時30分開始
　　　　　　　　　　　　午前11時30分終了予定
✿場　所　児童センター3階音楽室
✿講　師　福田　英美子先生・棚橋　裕美先生
✿内　容　「歌って遊ぼう　～はじめてのリトミック～」（実技）
✿対象者　1歳児（1歳11カ月まで）できるだけ歩行ができるお子さ

んと保護者　約10組
✿持ってくるもの　飲み物（水分補給用）
✿参加費　無料
※参加希望者は、11月17日（火）～23日（月）に必ず予約してください。
※駐車場は市役所裏駐車場を利用してください。
申込み・問合せ先　つどいの広場☎㉒2408
　　　　　子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813）

子育て中のお母さんあつまれー！
つどいの広場
子育て講座

児童センター
　『クリスマスリース作り』参加者募集！
　　～自分だけのオリジナルリースを

つくろう～

日　　時　12月20日（日） 午前10時～正午
場　　所　児童センター
対 象 者　小学生・幼児（保護者同伴）
募集人数　20人
講　　師　和泉　加奈子先生
参 加 料　無料
申込方法　児童センター窓口・FAX・メールで申込
みください。FAX・メールの場合は「クリスマス

リース作り」と記入し、住所・氏名・学校名・

学年・保護者氏名・携帯電話番号・自宅電話番

号を明記してください。

※申込み多数の場合は抽選。

申込締切　12月4日（金）
申込み・問合せ先　児童センター☎・FAX ㉓3303
　　　　　　　　　メール：jidou01@city.uto.lg.jp
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　市内医療機関で受診できる特定健康診査を、12月28日（月）まで実施しています。

　集団健診を受診しておらず、今回の施設健診を希望する人は、受診券等を送付しますので、保健センターへ

申込みください。

　～平成26年度の特定健診有所見者（基準値を超えた人）割合～

　平成26年度から30歳代の健診を始めましたが、LDL コレステロールは半分以上の人が基準値を超えている

状況です。生活習慣病は症状がなく、知らない間に進行する病気です。毎年健診を受けて、自分自身の健康状

態を確認してください。

申込み・問合せ先　保健センター☎㉒2300

生活習慣病の予防・早期発見を目的とした
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『特定健康診査』が受診できます !!

子宮頸がん検診（施設）を
実施しています

　今年度の子宮頸がん検診（施設）を実施しています。
　子宮頸がんは30歳～40歳で多く発症しますが、最近は
若い女性で増えている傾向にあります。子宮頸がんは異
形成という前がん状態を経てがん化することが知られて
おり、検診ではがん化する前の無症状の状態で発見しま
す。
　集団健診で受けられなかった人、申込みしていない人
は保健センター（健康づくり課）に申込みください。
対象者　20歳以上の女性
場　所　田山産科婦人科医院
期　間　1月29日（金）まで
料　金　1,700円
申込期限　1月22日（金）
申込み・問合せ先　保健センター（健康づくり課）
　　　　　　　　　☎㉒2300

12月1日は「世界エイズデー」

　エイズは、ＨＩＶウイルスに感染して起こる病気です。
感染しても早期に発見し治療を開始することで、発病を
予防することができます。
　宇城保健所では、毎週火曜日にＨＩＶ（エイズ）等の
血液検査を実施していますが、「世界エイズデー」に伴
い検査日程を拡充します。この機会にぜひ検査を受けて
みませんか？
期日　12月7日（月）・8日（火）
時間　午前9時～午後7時
場所　宇城保健所
検査料　無料
申込方法　検査日前日までに電話で申込みください（土

日は除く）。
申込み・問合せ先　宇城保健所保健予防課☎321207

「AIDS IS NOT OVERだから、ここから」

キャンペーンテーマ
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「尿たんぱくが出たことのあるあなたへ
 ～知って防ごう！CKD（慢性腎臓病）～」

　「尿たんぱくが出たことがあるけど気にしたことがなかった」「尿たんぱくが出るっていけないの？」など、

尿たんぱくが出たことがある人はもちろん、多数の参加をお待ちしています。

日時　11月28日（土）午前10時～午後2時

場所　保健センター

内容　午前中　　　講演　宇土中央クリニック　久木山厚子院長

　　　昼食・休憩　バランスのとれたお弁当（抽選券付き1食500円予約販売）金澤幸子管理栄養士

　　　午後　　　　体験コーナー・相談コーナー・展示コーナー

　　　　　　　　　お楽しみ抽選会（弁当購入者のみ）

※詳細は、問い合せください。

申込み・問合せ先　保健センター☎㉒2300

市民健康フォーラムを開催します

毒キノコによる食中毒に注意しましょう！
　この時期、野生キノコの本格的な発生時期となっていますが、食用キノコとよく似た形の毒キノコを間違って食
べて中毒を起こしてしまうことがあります（平成25年秋には県内で死亡事故も発生しています）。食べられるキノ
コと毒キノコとの判別は難しく、素人判断は大変危険ですので、十分注意してください。

　　　　　　食用のキノコと確実に判断できないキノコは、

　　　　　　キノコを食べて体調が悪くなったら、すぐに医師の診察を！

詳しくは県ホームページをご覧ください。
問合せ先　宇城保健所衛生環境課☎321148

採らない !  食べない !  売らない !  人にあげない !絶対に

宇土市食生活改善推進員協議会 No.54

■ ■ ■ 馬肉入りきんぴら ■ ■ ■ ～馬肉の入ったきんぴらです。
 牛肉よりも低カロリーで作れます～

1人あたり：63kcal､ 食塩0.6g

材
料
（
4
人
分
）

作
り
方

①馬肉は細切り、ごぼうはささがきにして水にさら
す。れんこんは薄いいちょう切り、人参は細切り
にする。赤唐辛子は種を取り、小口切りにする。
②フライパンに油を熱して、馬肉、れんこん、ごぼ
う、人参の順に炒める。
③しんなりとしてきたら、分量の調味料を加えて水
を適宜加えながら火を通す。汁気がなくなるまで
炒りあげ、赤唐辛子を加える。

馬肉………………… 30g
ごぼう……………… 40g
れんこん…………… 40g
人参………………… 10g
油……………… 大さじ1
　砂糖………… 小さじ1
　しょうゆ…… 大さじ1
　みりん……… 大さじ1
　赤唐辛子…………適宜

＜毒キノコの例＞
　ツキヨタケ
　（ヒラタケなどと間違え
やすい）

　クサウラベニタケ
　（ホンシメジなどと間違
えやすい）

　ニガクリタケ
　（ナメコなどと間違えや
すい）
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　厚生労働省の「2013年国民健康・栄養調査」によると、糖尿病有病者（糖尿病が強く疑われる人）の割合は、男

性16.2%、女性9.2%であり、50歳以降に割合が増えることがわかりました。

　また、平成26年度の健診有所見者状況は、1～2カ月間の血糖値の状況を表すHbA1c の基準値5.6以上の人の割合

が、全国53.0％と比較して宇土市は61.5％と高くなっています。

　健康診断などで糖尿病予備群と言われると、どのようなことに気を付けていくべきなのか、不安になることもあ

るのではないでしょうか。糖尿病は血液中のブドウ糖の濃度、すなわち血糖値が高い状態にあります。糖尿病予備

群の場合は、糖尿病と診断するほどではないが健康な人に比べると血糖値が高く、糖尿病になりかけている状態で

す。

　

　次のチェックリストに当てはまる項目が多いほど、糖尿病になりやすい生活をしています。

　あなたはいくつ当てはまりますか？

　※半分以上当てはまれば、糖尿病のリスクは高くなります。多く当てはまる人は生活習慣を見直しましょう。

○ 1日3食規則正しく栄養バランスの良い食事で糖尿病予防 

　血糖のコントロールは日頃の食事が重要で、糖尿病になりにくい食事の基本は、1日3回決まった時間に、栄養バ

ランスのよい食事を摂ることです。食べる量は腹8分目にしましょう。また、野菜や海草類を食事の最初に食べる

ことは、血糖値の上昇が抑えられ、噛むことで満腹中枢も刺激できるのでおすすめです。

○  血糖値を下げる効率の良い運動で糖尿病予防 

　運動で血液中のブドウ糖を消費し、血糖値を下げることができます。まずは、階段を利用したり、今までの生活

の中に徐々に組み込むと運動を取り入れやすくなります。継続が大切なため、最初は15～30分程度の軽い運動から

始めましょう。また、血糖値の上昇は食後1時間ほどがピークで、食後30～60分後に運動をはじめると効果的です。

○  食事と運動の工夫のコツを知り、改善することで糖尿病になりにくい身体を作る 

　生活習慣病の一つである糖尿病の予防の基本は、毎日の食事と運動です。糖尿病予備群と言われた時点で、糖尿

病にならないよう生活習慣の見直しを始めましょう。規則正しくバランスの良い食事を心がけ、継続的な運動習慣

を生活の中に取り入れることで、糖尿病を予防しましょう。

糖尿病予防　これでストップ！糖尿病にならないための生活習慣

◆ セルフチェックで、自分の生活習慣の問題点を知ろう ◆

【食事の習慣】 

・食べるのが早い　　　　　・偏食である　　　　・濃い味付けや甘いものが好き

・甘い飲み物をよく飲む　　・ジャンクフードやスナック菓子が好き　　　・揚げ物や脂っこいものが好き

・夕食は食べ過ぎてしまう　・外食やコンビニ弁当等をよく利用する　　　・朝食や昼食を抜くことが多い

・間食や夜食をとることが多い

【運動の習慣】

・定期的な運動をしていない　　　　　　　　・移動手段は車が多い

・仕事はデスクワーク　　　　　　　　　　　・階段よりエスカレーターやエレベーターを使うことが多い

・階段をのぼると息切れする　　　　　　　　・休日は家でゴロゴロして過ごすことが多い

・少し動くだけで身体がだるい、疲れやすい
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　紅葉が美しいこの季節、皆さんいかがお過ごしでしょ
うか。
　
　10月は市内各地で秋を感じるイベントが目白押しでし
た。どのイベントも大いに賑わい、多くの皆さんの頑張
る姿に私も元気をいただきました。
　10月11日に花園地区・轟地区・網田地区で開催された
地区の体育祭。私も参加させていただきましたが、どの
地区の体育祭も子どもからご年配の方まで皆が楽しめる
プログラムが組まれており、“地域全員で体育祭を盛り
上げて楽しもう”という強い気持ちが伝わってくる素晴
らしい体育祭でした。
　また、10月31日・11月1日の両日に市民会館で開催さ
れた市芸術文化祭。この芸術文化祭は、市民の皆さんの
創意・工夫により今年で52回目を迎えた歴史あるイベン
トです。その質の高さは宇土市民の芸術レベルの高さを
表していると言っても過言ではありません。毎年、私も
舞台と展示の一体感のある高度な芸術表現に感心させら
れ鑑賞する喜びを味わっています。
　社会に活力を生むのは人です。そして宇土市に元気を

生み出すのは、地域の皆さん一人ひとりです。こうした
イベントに参加するたびに、宇土市は地域の皆さんに支
えられていると実感します。これからも多くの皆さんの
お力添えをよろしくお願いします。
　
　さて、皆さん報道等でご存知と思いますが、平成28年
1月からマイナンバー制度が開始されます。それに伴い、
今月中旬から下旬にかけて、マイナンバー（個人番号）
を記載した通知カードを世帯単位で市民の皆さん一人ひ
とりにお渡しする予定です。個人番号は漏えいや不正利
用の恐れがある場合を除いて生涯変わりませんので、大
切に保管してください。
　このマイナンバー制度、なかなか理解しにくい部分も
あると思いますが、行政サービスの向上に役立つ制度と
して、国民のニーズに対応し、より迅速・公平・公正な
行政サービスを可能とする未来に向けてスタートするも
のです。詳細な内容は、広報紙等を利用し、お知らせし
ていきますので、皆さんのご理解とご協力をお願いしま
す。
　
　今年も残すところあと2カ月になりました。今年こそ
はチャレンジしたい、と思っていることでやり残してい
ることはありませんか。
　進取敢為。これは『自ら進んで物事に取り組み、困難
があってもやり遂げる』という意味で、私が大切にして
いる言葉です。物事を始めるときは、不安や緊張に打ち
勝ち、一歩前に踏み出す勇気が必要です。
　新たなことを始めようかと悩んでいる人は、まずは行
動に移してみてはいかがでしょうか。

市長室から

元
げん

樹
き

だより

vol.21

「進
しん

取
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敢
かん

為
い

」

　保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を

行っています。赤ちゃんから高齢者まで、誰でも

利用できます。お気軽にご利用ください。

受付時間　午前9時～午前11時

　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒2300）

内　　容　身体測定・体脂肪測定・食事相談など

　妊娠がわかったら、母子手帳の交付を早めに受

けましょう。

対 象 者　市内に住民票がある妊婦

交 付 日　毎週火曜日

　　　　　11月17日、11月24日、12月1日、

　　　　　12月8日、12月15日、12月22日

交付時間　午前10時～午前11時（受付時間は午前

10時～午前10時15分）

内　　容　母子手帳・妊婦健診受診票の交付、妊

娠中の生活について保健師・管理栄養

士からの説明

　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒2300）

母子手帳交付

健康相談

　「くまもと健康づくり応援店」とは、健康
に配慮したメニューや、健康づくりに関す
る情報を提供したりする飲食店です。趣旨

に賛同し、基準を満たした飲食店を県が指定しています。市内で
も17の店舗が指定を受けています。

　つつじヶ丘自然公園内にある、土曜日限定の農園レストラン 
つつじヶ丘。地元の女性グループが運営するバイキング方式の農
園レストランです。旬の地元の朝どり野菜をふんだんに使い、み
ずみずしさはピカイチです。メ
ニューの“栄養成分表示”“食
事バランスガイドの表示”“野
菜もりもりメニュー”“ヘル
シーオーダーへの対応”“地産
地消”“禁煙の推進”に取り組
んでいます。一度足をお運びく
ださい。
（椿原町801-1 ☎㉔6400 営：毎
週土曜日　午前11時～午後3時）

問合せ先　宇城保健所☎321207

くまもと健康づくり応援店
　～市内の新規店紹介№4～
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●乳幼児健診・教室のお知らせ

月日 内容 受付時間 対象者 場所

11/18
(水) 幼児歯科教室 午前9時

 ～9時15分
26年7月
生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

11/26
（木） 3歳児健診 午後1時

 ～1時15分
24年10月
生まれ

12/3
（木） 1歳6カ月児健診 午後1時

 ～1時15分
26年5月
生まれ

12/8
(火) 6カ月児健診 午後1時

 ～1時15分
27年5月
生まれ

12/10
(木) 2歳児歯科健診 午前9時

 ～9時15分
25年11月
生まれ

12/14
（月） 3カ月児健診 午前9時15分

 ～9時30分
27年8月
生まれ

12/16
（水） 幼児歯科教室 午前9時

 ～9時15分
26年8月
生まれ

12/24
（木） 3歳児健診 午後1時

 ～1時15分
24年11月
生まれ

※1歳6カ月児健診・3歳児健診・幼児歯科教室・2歳児歯科健診
の対象者には通知をお送りします。

　転入等で通知がお手元に届かない場合は保健センターまで問
い合せください。

●日曜・祝日当番医（診療時間：午前9時～午後5時）

月日 病院・医院名 診療科 電話

11/15
(日)

吉窪内科放射線科医院（入地町） 内 ☎㉒3203

くまもと心療病院（松山町） 精・神 ☎㉒1081

11/22
(日)

近藤クリニック（松山町） 内・消・外 ☎㉓5558

高浜眼科医院（城之浦町） 眼 ☎㉒0108

11/23
(月･祝)

宇土中央クリニック（浦田町） 内 ☎㉒1600

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町）耳・ア・小 ☎㉔1187

11/29
(日)

みどりかわクリニック（野鶴町） 内・小 ☎㉒1171

吉野整形外科（高柳町） 整 ☎㉒6000

12/6
(日)

松田内科循環器科クリニック（三拾町） 内・循 ☎㉓6555

上野小児科医院（城之浦町） 小 ☎㉒0324

12/13
(日)

尾崎医院（本町1丁目） 内 ☎㉒0241

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町） 泌・性 ☎581411

12/20
(日)

七川医院（浦田町） 外・消 ☎㉒0555

むらかみ眼科クリニック（南段原町） 眼 ☎㉒6600

12/23
(水･祝)

本多胃腸科内科医院（浦田町） 内・リウ・泌 ☎㉒3692

草場医院（松原町） 耳 ☎㉓5851

12/27
(日)

金森医院（本町6丁目） 内・胃 ☎㉒0017

田山産科婦人科医院（入地町） 産・婦 ☎㉒5522

※当番医は変更になる場合があります。
　熊本県総合医療情報システム「くまもと医療ナビ」のホーム
ページや宇城広域連合消防署（☎㉒0554）でご確認ください。

　

表
紙
の
写
真
は
、
10
月
19
日
の
西

岡
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
宇う

土と

御お
ん

獅し

子し

舞ま
い

の
様
子
で
す
。

　

宇
土
御
獅
子
舞
は
、
1
7
4
0
年

に
宇
土
5
代
藩
主
・
細
川
興お

き

文の
り

公
が

長
崎
に
伝
わ
る
唐
風
の
獅
子
舞
を
西

岡
神
宮
へ
奉
納
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
現
在
も
本
町
1
丁
目
の
住
人
を

中
心
に
、
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
2
7

5
年
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
獅
子
に
噛
ま
れ
た
子
ど
も
は
、

病
気
や
怪
我
を
し
な
い
、
頭
が
良
く

な
る
な
ど
の
言
い
伝
え
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
獅
子
の
前
に
家
族
連
れ
の
列

が
で
き
、
女
の
子
は
男
獅
子
（
角
が

2
本
）
に
男
の
子
は
女
獅
子
（
角
が

1
本
）
に
噛
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
大

き
な
声
で
泣
き
叫
ぶ
子
、
獅
子
を

じ
ー
っ
と
見
る
子
な
ど
さ
ま
ざ
な
反

応
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
訪
れ

た
多
く
の
観
客
は
秋
の
祭
り
を
堪
能

し
た
1
日
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
皆
さ
ん
、
来
年
の
手
帳
は
も
う
準

備
さ
れ
ま
し
た
か
？
今
年
も
市
民
手

帳
（
4
7
0
円
）
を
販
売
し
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
メ
モ
帳
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
市
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
生
活
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
便

利
な
手
帳
で
す
！
お
買
い
求
め
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
。

 

（
Ａ
）

編

集

後
記

記事に関する問い合せは、保健センター☎㉒2300まで。

市 の う ご き
平成27年11月1日現在

人口 37,822 人 （＋ 22人）

18,161 人 （＋ 19人）

19,661 人 （＋ 3人）

14,781 世帯（＋24世帯）
（　）内は前月比

市の交通事故発生件数
平成
27年 1月1日から平成

27年 10月31日まで

発生件数 107 件 （－ 23件）

死 者 数 2 人 （＋ 1人）

負傷者数 168 人 （－ 25人）

（　）内は前年比

反射材 みんなに見えてる その命

東日本大震災義援金の受付は
平成28年3月末まで延長します

　市役所および福祉センターに募金箱を設置するほか、市民専用振込
口座を開設しています。引き続き、皆さんからの温かいご支援をお願
いします。
　10月末までに宇土市に寄せられた義援金は

1213万8820円
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）



　掲載希望の人（3歳まで）は誕生月の前月5日（5日が休日の場合は前日）ま
でに、まちづくり推進課情報支援係に申込んでください。応募多数の場合は、
抽選になります（過去に掲載されていない人を優先します）。

問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒1111（内線 2206）

田中 心遥ちゃん
（三拾町）

平成26年11月4日生　1歳

 た な か   こ  は る

田中 心遥ちゃん
（三拾町）

平成26年11月4日生　1歳

 た な か   こ  は る

尾﨑 結希乃ちゃん
（花園台町）

平成26年11月29日生　1歳

お  ざ き 　 ゆ  き  の

尾﨑 結希乃ちゃん
（花園台町）

平成26年11月29日生　1歳

お  ざ き 　 ゆ  き  の

馬場 晴太郎ちゃん
（築籠町）

平成24年11月14日生　3歳

ば 　 ば 　 は る た ろ う

馬場 晴太郎ちゃん
（築籠町）

平成24年11月14日生　3歳

ば 　 ば 　 は る た ろ う

岩見 咲良ちゃん
（三拾町）

平成26年11月23日生　1歳

い わ み 　 さ く  ら

岩見 咲良ちゃん
（三拾町）

平成26年11月23日生　1歳

い わ み 　 さ く  ら

浅川 藍乃介ちゃん
（栗崎町）

平成25年11月11日生　2歳

あ さ か わ 　あ い の す け

濱口 紬珠ちゃん
（松原町）

平成26年11月18日生　1歳

は ま ぐ ち  つ ぐ  み

渡並 恵叶ちゃん
（馬之瀬町）

平成24年11月11日生　3歳

と な み 　け い と

「山田文庫」は、市内で印刷業を営んでいた故 山田友喜さんが、宇土ゆかりの美術品が市外に散逸することを防ぐ
ため、自らの収入を充て長い年月をかけ集めたコレクションです。内容は宇土細川藩の歴代藩主の作品や、さらには
熊本を核とする全国に名の通った歴史的人物の質の高い書画など、まさに「名宝」ぞろい。文化芸術の秋、素晴らし
い作品の数々を、ぜひご堪能ください。 問合せ先　文化課文化係☎㉓0156
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